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１　
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ら
れ
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討
対
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第
六
三
巻
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二
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第
一
章　

対
抗
要
件
否
認
規
定
母
法
と
し
て
の
一
八
三
八
年
フ
ラ
ン
ス
商
法
典
四
四
八
条

　

第
一
節　

破
産
前
の
時
期
に
破
産
者
に
よ
り
さ
れ
た
行
為
の
帰
趨
に
関
す
る
規
律
の
生
成
過
程

　
　

一�　

破
産
者
が
破
産
前
の
時
期
に
行
っ
た
行
為
に
関
す
る
一
八
〇
七
年
商
法
成
立
以
前
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
規
律

　
　
　
　

─
詐
害
行
為
取
消
訴
権
と
の
関
係
─

　
　

二　
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年
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に
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る
規
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七
年
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典
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〇
七
年
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テ
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律
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の
推
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─
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５　

一
八
〇
七
年
商
法
典
成
立
後
商
法
典
四
四
一
条
、
四
四
二
条
に
関
す
る
解
釈
が
与
え
た
影
響

　
　

三　

一
八
三
八
年
商
法
典
に
お
け
る
規
律
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第
一
章　

対
抗
要
件
否
認
規
定
母
法
と
し
て
の
一
八
三
八
年
フ
ラ
ン
ス
商
法
典
四
四
八
条

第
一
節　

破
産
前
の
時
期
に
破
産
者
に
よ
り
さ
れ
た
行
為
の
帰
趨
に
関
す
る
規
律
の
生
成
過
程

　

既
に
述
べ
た
通
り
、
現
行
破
産
法
一
六
四
条
の
対
抗
要
件
否
認
規
定
は
、
旧
破
産
法
七
四
条
、
旧
商
法
破
産
編
九
九
二
条
、
一
八
八
四
年

ロ
エ
ス
レ
ル
商
法
草
案
破
産
編
一
〇
四
六
条
に
遡
り
、
こ
れ
ら
は
一
八
三
八
年
フ
ラ
ン
ス
商
法（１
）典

四
四
八
条
二
項
三
項
の
支
払
停
止
ま
た
は

そ
の
一
〇
日
前
以
降
に
取
得
し
た
先
取
特
権
ま
た
は
抵
当
権
登
記
の
無
効
（nullité des inscriptions de privilèges ou hypothèques 

prises depuis la cessation des paym
ents ou dans les dix jours precedent

）
に
由
来
す
る
。
こ
の
、
フ
ラ
ン
ス
商
法
典
四
四

八
条
二
項
三
項
の
登
記
の
無
効
規
定
は
債
務
者
に
よ
る
支
払
停
止
後
（
一
部
の
行
為
に
関
し
て
は
そ
の
一
〇
日
前
以
降
）
に
さ
れ
た
行
為

を
法
律
上
当
然
に
（de plein droit

）、
ま
た
は
裁
量
的
に
（facultatif

）
無
効
と
す
る
疑
わ
し
き
期
間
無
効
の
規
定
（nullité periode 

suspecte

）
の
一
部
分
で
あ
る
。
従
っ
て
、
そ
の
成
立
史
は
同
時
に
疑
わ
し
き
期
間
無
効
の
規
定
の
成
立
過
程
と
重
複
す
る
。

　
　
　

１�　

一
八
三
八
年
法
無
効
規
定
立
法
過
程
に
お
け
る
議
論
─
債
務
者
の
管
理
処
分
権
喪
失
、無
効
、支
払
停
止
概
念
の
発
展
と
関
連
性
─

　
　
　

２　

一
八
三
八
年
法
無
効
規
定
立
法
過
程
に
お
け
る
議
論
─
先
取
特
権
及
び
抵
当
権
登
記
の
帰
趨
─

　
　
　

３　

一
八
三
八
年
商
法
典

　
　
　

４　

一
八
三
八
年
商
法
典
に
お
け
る
疑
わ
し
き
期
間
無
効
シ
ス
テ
ム
と
そ
の
根
拠

　
　
　

５　

一
八
三
八
年
商
法
典
四
四
八
条
二
項
三
項
に
お
け
る
無
効
シ
ス
テ
ム
と
そ
の
根
拠

　
　

四　

小
括�

（
以
上
本
号
）
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対
抗
要
件
否
認
規
定
の
性
質
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
母
法
た
る
登
記
の
無
効
規
定
の
み
な
ら
ず
、
フ
ラ
ン
ス
商
法
典
に
お
け
る
一
連

の
疑
わ
し
き
期
間
無
効
の
規
定
の
成
立
史
か
ら
、
少
な
く
と
も
成
立
当（２
）時

、
ど
の
よ
う
な
趣
旨
で
そ
れ
ら
規
定
が
設
け
ら
れ
、
そ
の
結
果
ど

の
よ
う
な
行
為
が
無
効
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
の
か
を
把
握
、
検
討
す
る
こ
と
が
有
用
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
検
討
を
経
る
こ
と
で
、
登
記
の

無
効
規
定
の
無
効
規
定
全
体
の
中
で
の
位
置
づ
け
を
測
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

一�　

破
産
者
が
破
産
前
の
時
期
に
行
っ
た
行
為
に
関
す
る
一
八
〇
七
年
商
法
成
立
以
前
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
規
律

　
　

─
詐
害
行
為
取
消
訴
権
と
の
関
係
─

１　

経
済
的
困
難
に
あ
る
商
人
が
破
産
を
避
け
よ
う
と
す
れ
ば
、
し
ば
し
ば
将
来
経
済
的
状
態
が
よ
り
良
く
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
投
機
的

な
取
引
行
為
に
従
事
す
る
期
間
が
破
産
に
先
行
す
る
。
ま
た
、
そ
の
間
自
己
の
将
来
の
破
産
を
見
越
し
て
、
商
人
が
詐
欺
的
な
行
為
を
す
る

こ
と
も
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
期
間
を
経
て
破
産
に
至
っ
た
時
に
、
破
産
に
な
る
直
前
に
債
務
者
が
行
っ
た
様
々
な
取
引
や
行
為
の
帰
趨
が
問

題
と
な
り
う
る
。
こ
れ
ら
破
産
者
の
行
為
は
、
後
か
ら
見
れ
ば
、
破
産
者
の
積
極
財
産
を
減
少
さ
せ
、
そ
の
消
極
財
産
を
殖
や
し
、
ま
た
破

産
者
の
債
権
者
を
害
す
る
性
質
を
有
す
る
行
為
で
あ
る
。
従
っ
て
、
商
人
に
よ
る
こ
れ
ら
の
行
為
を
詐
害
行
為
（fraud （
３
）

e

）
と
評
価
す
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
問
題
の
行
為
か
ら
そ
の
法
的
効
力
を
奪
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

し
か
し
、
債
務
者
た
る
商
人
の
行
為
を
詐
害
行
為
と
す
る
た
め
に
は
、
少
な
く
と
も
そ
れ
が
有
償
取
引
の
場
合
に
は
、
損
害
の
発
生
、
債

務
者
の
詐
害
行
為
及
び
債
務
者
と
取
引
し
た
第
三
者
と
の
共
謀
の
事
実
を
、
詐
害
行
為
と
主
張
す
る
債
権
者
側
が
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
し
か
し
、
特
に
取
引
当
事
者
の
主
観
的
要
件
の
存
在
の
立
証
は
、
実
際
に
は
簡
単
で
な
い
。
そ
の
場
合
に
、
詐
害
行
為
と
の
立
証
は
困

難
な
、
し
か
し
財
産
減
少
を
導
き
、
あ
る
い
は
債
権
者
を
害
す
る
行
為
の
結
果
を
債
権
者
に
全
て
受
忍
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
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で
は
、債
権
者
の
保
護
と
し
て
は
不
十
分
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、他
方
で
債
権
者
に
対
し
て
損
害
を
生
じ
さ
せ
得
る
と
い
う
そ
の
一
事
を
も
っ

て
債
務
者
が
行
っ
た
取
引
を
絶
対
的
に
無
効
と
す
る
こ
と
は
、
取
引
の
安
全
を
脅
か
す
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
契
約
が
無
効
と
さ
れ
る
こ
と

を
恐
れ
て
、
破
産
と
な
り
そ
う
な
商
人
と
の
取
引
を
躊
躇
さ
せ
る
結
果
と
も
な
り
う
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
対
立
す
る
二
つ
の
利
益
を

調
整
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

　

現
代
の
破
産
の
創
始
者
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
中
世
イ
タ
リ
ア
法
学
者
は
、
破
産
者
の
財
産
回
復
を
狙
っ
て
次
の
よ
う
な
独
創
的
な
考
え

方
を
編
み
出
し
た
。
そ
れ
は
、
破
産
宣
告
判
決
直
前
に
取
引
を
継
続
す
る
債
務
者
の
行
為
を
詐
害
行
為
の
立
証
な
く
し
て
無
効
と
す
る
た

め
、
破
産
が
近
い
債
務
者
は
債
権
者
を
害
す
る
こ
と
を
欲
し
て
い
る
と
み
な
し
、
こ
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
を
、
今
に
も
破
産
し
そ
う
な
商
人

（proxim
us decoctioni

）
と
破
産
し
た
商
人
と
同
一
視
す
る
、
と
い
う
手
法
に
よ
り
実
現
さ
せ（４
）た
。
こ
の
手
法
は
一
定
の
修
正
を
経
て
フ

ラ
ン
ス
に
浸
透
し
、
特
に
一
六
〇
九
年
五
月
に
発
せ
ら
れ
た
ヘ
ン
リ
Ⅳ
の
王
令
（Édit

）
及
び
一
六
六
七
年
六
月
二
日
のLyon

市
手
形
交

換
所
規
則
に
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
与
え（５
）た

。

　

一
六
〇
九
年
五
月
に
発
せ
ら
れ
た
ヘ
ン
リ
Ⅳ
の
王
令
は
、
債
務
者
の
行
為
の
中
で
特
に
疑
わ
し
い
行
為
、
つ
ま
り
《
債
務
者
の
子
、
推
定

相
続
人
、
友
人
に
対
す
る
移
転
（transports

）、
譲
渡
（cessions, aliénations

）、
贈
与
（donations

）、
売
買
（ventes

）》
に
つ
い
て

は
そ
の
行
為
の
時
期
を
定
め
る
こ
と
な
く
無
効
と
し
て
、
一
般
的
、
か
つ
絶
対
的
な
解
決
を
図
っ
て
い（６
）た

。Lyon

の
商
人
（négociants

）

に
受
け
入
れ
ら
れ
た
一
六
六
七
年
六
月
二
日
のLyon

市
手
形
交
換
所
規
則
（
こ
れ
は
続
く
七
月
七
日
のarrêt du Conseil

に
よ
り
認
可

さ
れ
た
）
は
全
て
のParlem

ent

で
認
め
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
な
くLyon

市
に
独
自
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
規
則
一
三
条
は
次
の
よ

う
な
規
定
で
あ
っ
た
。

　
《
全
て
破
産
者
の
財
産
の
譲
渡
（cessions

）
及
び
移
転
（transports
）
は
、
破
産
が
公
に
知
れ
る
前
少
な
く
と
も
一
〇
日
に
さ
れ
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な
い
と
き
は
、
無
効
と
す（７
）る

。》

　

一
六
〇
九
年
の
王
令
は
無
効
適
用
を
受
け
る
期
間
を
定
め
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
規
定
は
あ
く
ま
で
一
般
的
に
適
用
が
予
定
さ

れ
る
一
般
法
理
（droit com

m
un

）
を
具
体
化
し
た
規
定
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
う
る
。
こ
れ
に
対
し
て
一
六
六
七
年
規
則
は
、
商
人
破
産

の
場
合
に
商
人
が
し
た
行
為
を
一
般
法
理
の
適
用
対
象
か
ら
逸
脱
さ
せ
、
一
般
法
と
は
異
な
る
特
別
の
規
律
、
つ
ま
り
破
産
前
一
定
の
期
間

に
し
た
行
為
を
、
詐
害
行
為
の
立
証
を
求
め
る
こ
と
な
く
法
律
上
当
然
無
効
に
服
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
点
で
、
一
六
六
七
年
規
則
は
、
そ
れ

ま
で
の
規
定
と
は
異
な
る
性
質
を
有
す
る
規
定
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
う
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
規
定
が
、
破
産
直
前
の
時
期
に
商
人
が
行
っ
た

行
為
の
効
果
に
関
し
て
定
め
た
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
規
律
の
最
初
の
記
録
で
あ
る
と
言
わ
れ（８
）る

。

　

次
に
現
れ
た
法
は
一
六
七
三
年
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
第
一
一
章
第
四
条
で
あ
る
。
一
六
七
三
年
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
第
一
一
章
第
四
条
は
次
の
よ
う

な
内
容
を
含
む
規
律
で
あ
っ
た
。

　
《
動
産
不
動
産
を
問
わ
ず
、
全
て
移
転
（transports

）、
譲
渡
（cessions

）、
売
買
（ventes

）
及
び
贈
与
（donations

）
が
債
権

者
を
害
す
る
と
き
は
、
無
効
と
宣
言
す
る
。
そ
れ
ら
財
産
を
共
同
の
団
体
に
帰
す
る
こ
と
と
す（９
）る
。》

　

し
か
し
、
こ
の
一
六
七
三
年
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
の
評
価
に
関
し
て
は
、
破
産
外
で
適
用
さ
れ
る
詐
害
行
為
取
消
訴
権
（action paulienne

）

の
一
般
法
理
の
適
用
で
し
か
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
（
（1
（

る
。
と
い
う
の
は
、
所
定
の
行
為
を
無
効
と
す
る
た
め
に
、
原
告
た
る
債

権
者
は
債
務
者
の
詐
害
行
為
と
損
害
の
立
証
が
必
要
で
あ
っ
た
し
、
有
償
行
為
が
問
題
と
な
る
場
合
に
は
、
債
務
者
と
取
引
し
た
第
三
者
と

の
共
謀
に
つ
い
て
も
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
（
（1
（

る
。

　

一
六
七
三
年
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
の
法
文
の
不
明
確
さ
、
あ
る
い
は
詐
害
行
為
訴
権
に
関
す
る
一
般
法
理
の
適
用
に
過
ぎ
な
い
と
の
批
判
に
答
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え
た
の
が
、
一
七
〇
二
年
の
王
令
（D

éclaration

）
で
あ
る
。
こ
の
王
令
は
、
一
六
七
三
年
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
が
設
け
た
詐
害
行
為
の
立
証

に
服
す
る
無
効
制
度
を
損
な
う
こ
と
な
く
、
こ
れ
に
加
え
て
、
実
質
的
に
一
六
六
七
年
規
則
類
似
の
規
律
を
王
国
全
土
に
拡
張
す
る
性
質
を

有
す
る
も
の
で
あ
っ
（
（1
（

た
。
一
七
〇
二
年
王
令
前
文
は
、
法
文
が
適
用
対
象
と
す
る
行
為
を
無
効
と
す
べ
き
理
由
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。

　
《
余
は
常
に
王
国
の
商
業
に
利
益
と
な
り
得
る
こ
と
は
何
で
も
す
る
と
い
う
こ
と
に
注
力
し
、
商
人
に
、
誠
実
さ
及
び
善
意
以
上
に

効
果
的
に
商
業
の
発
展
に
寄
与
す
る
も
の
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
示
さ
せ
て
き
た
。
余
は
そ
の
問
題
に
関
し
て
多
く
の
規
律
を
設
け

て
き
た
が
、
特
に
、
少
な
く
と
も
商
人
の
商
業
に
関
す
る
規
則
を
設
け
た
一
六
七
三
年
三
月
の
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
か
ら
は
、
商
人
破
産
の

際
に
し
ば
し
ば
非
常
に
多
く
さ
れ
る
次
の
よ
う
な
行
為
、
す
な
わ
ち
債
権
者
の
う
ち
の
あ
る
者
と
の
共
謀
、
ま
た
は
新
た
な
借
入
れ
の

た
め
の
譲
渡
（cessions

）、
移
転
（transports

）、
債
務
負
担
（obligations

）、
及
び
他
の
債
権
者
を
害
し
て
債
権
者
の
一
部
に
抵

当
権
及
び
優
先
権
を
付
与
す
る
た
め
商
人
の
破
産
直
前
に
債
権
者
に
対
し
判
決
を
得
さ
せ
る
、
と
い
っ
た
濫
用
を
さ
せ
て
い
な
い
。
こ

れ
ら
行
為
は
、
従
前
か
ら
の
真
の
債
権
者
と
、
新
た
に
出
現
し
た
自
称
抵
当
権
者
と
の
間
で
、
権
限
の
有
効
性
に
関
す
る
訴
訟
を
引
き

起
こ
し
、
正
当
な
権
利
を
有
す
る
債
権
者
か
ら
、
彼
ら
に
支
払
わ
れ
る
べ
き
金
銭
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
失
わ
せ
、
ま
た
彼
ら
に
非
常

に
金
の
か
か
る
示
談
を
強
い
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。Lyon
の
商
人
は
、
そ
れ
ら
の
不
都
合
を
防
止
す
る
た
め
、
規
則
（réglem

ent

）

の
形
で
い
く
つ
か
の
規
定
を
提
案
し
、
そ
れ
ら
は
一
六
六
七
年
七
月
七
日
のarrêt du Conseil

に
よ
り
許
可
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。

そ
れ
ら
規
定
に
は
と
り
わ
け
、
破
産
が
公
に
知
ら
れ
る
少
な
く
と
も
一
〇
日
よ
り
前
に
さ
れ
な
け
れ
ば
、
破
産
者
財
産
に
関
わ
る
（sur 

les effets des faillis

）
全
て
の
譲
渡
及
び
移
転
が
無
効
に
な
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。Lyon

市
手
形
交
換
所
規
則
第
一
三
条
は
、
破
産

編
を
有
す
る
商
人
法
典
と
呼
ば
れ
る
一
六
七
三
年
三
月
の
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
四
条
を
補
い
、
法
典
の
当
該
規
定
が
時
に
破
産
前
日
に
さ
れ
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た
譲
渡
、
移
転
及
び
他
の
行
為
の
有
効
性
に
関
し
て
引
き
起
こ
す
あ
ら
ゆ
る
障
害
及
び
訴
訟
を
防
止
す
る
。
王
国
全
体
に
統
一
的
な
法

が
あ
り
、
そ
の
法
に
よ
り
し
ば
ら
く
の
間
譲
渡
、
移
転
及
び
債
務
者
た
る
商
人
に
よ
っ
て
さ
れ
た
全
て
の
行
為
、
ま
た
彼
ら
に
対
し
て

さ
れ
る
で
あ
ろ
う
判
決
を
も
無
効
と
宣
言
さ
れ
れ
ば
、
そ
の
障
害
が
や
み
、
詐
害
行
為
が
少
な
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

以
上
の
理
由
に
よ
り
、
…
破
産
状
態
に
あ
る
商
人
の
財
産
の
譲
渡
、
移
転
は
全
て
、
少
な
く
と
も
破
産
が
公
に
知
ら
れ
る
一
〇
日
よ

り
前
に
さ
れ
な
い
限
り
、
無
効
で
あ
る
と
宣
言
し
、
命
ず
る
。
一
部
の
債
権
者
の
た
め
ま
た
新
た
な
借
り
入
れ
の
た
め
公
証
人
の
立
ち

会
い
の
下
で
さ
れ
る
行
為
及
び
義
務
負
担
契
約
、
彼
ら
に
対
し
て
さ
れ
た
判
決
も
、
そ
れ
ら
が
少
な
く
と
も
破
産
が
公
に
知
ら
れ
る
一

〇
日
前
に
さ
れ
な
け
れ
ば
、
一
般
債
権
者
に
い
か
な
る
抵
当
権
も
優
先
権
も
付
与
し
な
い
。
加
え
て
、
一
六
七
三
年
三
月
の
オ
ル
ド
ナ

ン
ス
は
効
力
を
保
持
し
て
お
り
、
そ
の
形
式
及
び
内
容
に
応
じ
て
実
施
さ
れ
る
（
（1
（

…
。》

　

一
七
〇
二
年
王
令
前
文
は
、
商
人
破
産
の
際
に
詐
害
行
為
が
し
ば
し
ば
行
わ
れ
る
こ
と
、
そ
れ
に
対
し
て
は
一
般
法
の
規
律
に
よ
っ
て
も

詐
害
行
為
を
無
効
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
一
般
法
の
規
律
に
よ
れ
ば
債
務
者
の
行
為
を
無
効
と
す
る
の
に
詐
害
行
為
の
立
証
が
必
要
と

な
り
、
訴
訟
が
乱
発
し
、
和
解
に
費
用
が
か
か
り
、
い
ず
れ
に
せ
よ
債
権
者
へ
の
弁
済
が
減
る
可
能
性
が
生
ず
る
と
の
不
都
合
が
生
ず
る
、

従
っ
て
こ
れ
を
避
け
る
た
め
に
、
破
産
が
公
に
知
ら
れ
る
前
一
〇
日
に
破
産
者
が
し
た
一
定
の
行
為
を
当
然
無
効
と
す
る
こ
と
で
、
詐
害
行

為
の
立
証
を
要
す
る
無
効
が
も
た
ら
す
弊
害
を
回
避
す
る
、
と
い
う
こ
と
を
内
容
と
し
て
い
た
。

　

し
か
し
、
一
七
〇
二
年
王
令
に
よ
っ
て
も
全
て
の
問
題
が
解
決
し
た
訳
で
は
な
か
っ
た
。
第
一
に
、
一
七
〇
二
年
王
令
、Lyon

市
手
形

交
換
所
規
則
一
三
条
は
、
既
に
述
べ
た
通
り
、
イ
タ
リ
ア
の
考
え
方
を
フ
ラ
ン
ス
に
導
入
し
、
破
産
が
近
い
商
人
と
破
産
者
を
同
視
す
る
こ

と
で
、
破
産
前
一
定
期
間
に
債
務
者
が
し
た
行
為
を
当
然
無
効
と
し
た
が
、
イ
タ
リ
ア
で
は
破
産
開
始
を
裁
判
所
が
宣
言
し
て
い
た
の
に
対

し
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
裁
判
所
が
破
産
を
宣
言
す
る
制
度
が
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
破
産
前
一
〇
日
の
起
算
点
を
「
破
産
が
公
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に
知
ら
れ
る
」
時
と
し
た
の
で
あ
る
が
、
あ
い
ま
い
さ
が
残
っ
（
（1
（

た
。

　

第
二
に
、
一
七
〇
二
年
王
令
は
破
産
前
一
〇
日
に
さ
れ
た
譲
渡
、
移
転
を
一
律
無
効
と
し
て
い
た
が
、
裁
判
例
及
び
慣
習
に
よ
り
字
義
通

り
の
効
果
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
法
文
に
よ
れ
ば
無
効
と
さ
れ
る
べ
き
譲
渡
、
移
転
は
、
債
権
者
に
対
し
て
さ
れ
た
か
否
か
に
よ
っ
て
譲

渡
、
移
転
の
効
果
が
区
別
さ
れ
た
。
譲
渡
、
移
転
が
債
権
者
に
対
し
て
さ
れ
た
場
合
に
は
、
そ
れ
が
真
正
な
譲
渡
、
移
転
で
あ
っ
て
も
、
代

物
弁
済
と
し
て
さ
れ
た
譲
渡
、
移
転
で
あ
っ
て
も
、
字
義
通
り
法
律
上
当
然
無
効
と
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
譲
渡
、
移
転
が
債
権
者
以

外
の
者
に
対
し
て
さ
れ
た
時
に
は
、
法
律
上
当
然
無
効
の
適
用
を
受
け
ず
、
こ
れ
ら
の
行
為
を
無
効
と
す
る
に
は
詐
害
行
為
の
立
証
が
必
要

で
あ
る
と
さ
れ
（
（1
（

た
。

　

弁
済
に
つ
い
て
は
、
弁
済
期
が
到
来
し
て
い
た
約
定
額
の
弁
済
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
が
破
産
前
一
〇
日
内
に
さ
れ
た
と
し
て
も
、
無
効
と
は

さ
れ
な
か
っ
（
（1
（

た
。
し
か
し
、
一
七
〇
二
年
王
令
は
他
方
で
拡
張
さ
れ
、
弁
済
期
が
到
来
し
て
い
な
い
時
期
の
弁
済
で
あ
る
と
き
は
、
法
律
上

当
然
無
効
と
さ
れ
（
（1
（

た
。

　

一
七
〇
二
年
王
令
に
つ
い
て
特
筆
す
べ
き
な
の
は
、
抵
当
権
、
優
先
権
の
無
効
へ
の
言
及
が
初
め
て
さ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

こ
こ
で
問
題
と
さ
れ
た
の
は
、
あ
く
ま
で
抵
当
権
、
優
先
権
の
設
定
の
問
題
で
あ
り
、
そ
の
公
示
の
問
題
で
は
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
は
、

歴
史
的
に
は
抵
当
権
は
隠
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
（
（1
（

り
、
こ
の
時
登
記
は
要
求
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
（
（1
（

る
。

２　

破
産
と
の
関
係
で
、
直
前
に
さ
れ
た
登
記
の
帰
趨
に
つ
い
て
恐
ら
く
初
め
て
言
及
し
た
の
が
、
共
和
暦
七
年
（
一
七
九
八
年
）
霧
月
一

一
日
法
第
五
条
で
あ
る
。

　
《
破
産
、
詐
欺
破
産
ま
た
は
債
務
者
に
よ
る
支
払
の
公
然
の
停
止
前
一
〇
日
内
に
さ
れ
た
登
記
は
抵
当
権
を
付
与
し
な
（
（2
（

い
。》
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こ
の
規
定
が
一
八
〇
四
年
民
法
典
制
定
に
よ
り
次
の
よ
う
な
二
一
四
六
条
一
項
後
段
に
承
継
さ
れ
（
（2
（

た
。

　
《Elles

（
登
記les inscriptions

）
は
、
破
産
開
始
前
に
し
た
行
為
が
無
効
と
宣
言
さ
れ
る
期
間
内
に
取
得
し
た
と
き
は
、
い
か
な

る
効
果
も
生
じ
な
（
（2
（

い
。》

　
「
破
産
開
始
前
に
さ
れ
た
行
為
が
無
効
と
宣
言
さ
れ
る
期
間
」
と
は
、
一
七
〇
二
年
王
令
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
期
間
の
事
を
指
す

の
（
（2
（

で
、
破
産
が
公
に
知
ら
れ
る
前
一
〇
日
で
あ
る
。
従
っ
て
、
一
七
〇
二
年
王
令
及
び
民
法
典
二
一
四
六
条
一
項
後
段
に
よ
る
と
、
登
記
が

破
産
後
あ
る
い
は
破
産
が
周
知
に
な
る
日
よ
り
前
一
〇
日
内
に
さ
れ
た
と
き
は
い
か
な
る
効
果
も
生
じ
な
い
。

　

以
上
が
一
八
〇
七
年
商
法
典
起
草
前
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
破
産
前
の
時
期
に
行
わ
れ
た
取
引
に
関
す
る
規
律
で
あ
る
。

二　

一
八
〇
七
年
商
法
典
に
お
け
る
規
律

１　

一
八
〇
七
年
法
無
効
規
定
立
法
過
程
に
お
け
る
議
論

　

一
八
〇
七
年
商
法
典
第
一
草
案
は
、
破
産
前
に
債
務
者
が
し
た
行
為
の
帰
趨
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
内
容
を
含
む
規
律
を
設
け
て

い
（
（2
（

た
。

　

以
下
の
行
為
に
つ
い
て
は
、
詐
害
行
為
が
法
律
上
推
定
さ
れ
、
法
律
上
当
然
無
効
と
さ
れ
る
。
反
証
は
許
さ
な
い
。

１　

破
産
開
始
前
一
〇
日
内
に
取
得
し
た
先
取
特
権
及
び
抵
当
権
。

２�　

破
産
開
始
前
一
〇
日
内
に
さ
れ
た
不
動
産
所
有
権
移
転
行
為
。
有
償
無
償
を
問
わ
ず
、
債
権
者
に
対
す
る
譲
渡
か
ど
う
か
に
か
か
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わ
ら
な
い
。

３　

破
産
開
始
前
一
〇
日
内
に
さ
れ
た
弁
済
期
の
到
来
し
な
い
債
務
の
弁
済
。

　

破
産
前
一
〇
日
内
に
債
務
者
が
締
結
し
た
商
行
為
に
つ
い
て
は
、詐
害
性
の
法
律
上
の
推
定
が
及
ぶ
。し
か
し
、反
証
を
排
除
し
な
い
。

　

当
初
、第
一
草
案
内
に
は
、破
産
開
始
前
一
〇
日
内
に
し
た
、詐
害
性
が
推
定
さ
れ
る
行
為
に
つ
い
て
の
定
め
し
か
設
け
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
。
通
常
の
詐
害
行
為
の
立
証
に
服
す
る
無
効
に
つ
い
て
の
定
め
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
各
地
の
商
事
裁
判
所
で
、
詐
害
行
為
の

立
証
に
服
す
る
無
効
の
定
め
が
な
け
れ
ば
、
破
産
犯
罪
を
企
て
た
詐
欺
師
は
、
契
約
締
結
と
破
産
開
始
の
間
を
一
〇
日
以
上
お
く
こ
と
に
よ

り
、
詐
害
行
為
の
推
定
を
免
れ
不
当
で
あ
る
と
の
指
摘
が
挙
が
っ
た
。
草
案
起
草
者
は
そ
の
指
摘
の
正
当
性
を
認
め
、
草
案
内
に
、
破
産
前

一
〇
日
内
に
し
た
行
為
で
詐
害
行
為
が
推
定
さ
れ
反
証
を
許
さ
な
い
法
律
上
当
然
無
効
の
規
定
、
破
産
前
一
〇
日
内
に
し
た
行
為
で
詐
害
行

為
が
推
定
さ
れ
無
効
と
な
る
が
反
証
を
許
す
単
純
推
定
の
規
定
、
行
為
の
時
期
に
か
か
わ
ら
ず
詐
害
行
為
の
立
証
に
服
す
る
無
効
の
規
定
の

三
種
の
規
定
を
設
け
（
（2
（

た
。

　

Conseil d’État

で
、
こ
の
第
一
草
案
に
お
け
る
無
効
、
特
に
反
証
を
許
さ
な
い
法
律
上
当
然
無
効
の
シ
ス
テ
ム
に
理
由
が
あ
る
か
ど
う

か
が
議
論
の
対
象
と
な
っ
（
（2
（

た
。
法
律
上
当
然
無
効
の
シ
ス
テ
ム
に
対
し
て
批
判
的
な
論
者Corvetto

は
、
お
お
よ
そ
次
の
よ
う
な
主
張
を

し
た
。
債
務
者
が
破
産
前
一
定
期
間
内
に
し
た
行
為
は
、
そ
れ
を
知
る
と
善
意
で
あ
っ
た
と
債
務
者
も
取
引
の
相
手
方
も
主
張
で
き
な
い
よ

う
な
、
債
務
者
の
悪
い
財
務
状
態
を
示
す
客
観
的
前
兆
が
破
産
前
に
伴
っ
て
い
る
た
め
、
詐
害
行
為
の
蓋
然
性
が
あ
る
。
従
っ
て
そ
の
蓋
然

性
に
依
拠
し
て
、
破
産
前
の
債
務
者
の
一
定
の
行
為
に
詐
害
性
の
推
定
を
か
け
る
こ
と
自
体
は
正
当
で
あ
る
。
但
し
、
反
証
を
ゆ
る
さ
な
い

法
律
上
当
然
無
効
と
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
反
証
を
許
さ
な
い
ほ
ど
の
推
定
を
及
ぼ
す
と
い
う
こ
と
は
、行
為
の
性
質
、行
為
の
状
況
、

時
期
か
ら
、
詐
害
行
為
で
な
い
こ
と
が
不
可
能
か
ほ
と
ん
ど
不
可
能
な
ほ
ど
詐
害
行
為
の
確
実
性
が
認
め
ら
れ
る
と
き
に
、
そ
の
蓋
然
性
と
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結
び
つ
け
て
詐
害
行
為
が
立
証
さ
れ
た
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
債
務
者
が
破
産
に
至
る
に
は
様
々
な
理

由
に
よ
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
不
品
行
や
不
法
な
詐
害
的
行
為
が
行
わ
れ
る
場
合
も
あ
る
が
、
た
だ
単
に
債
務
者
が
通
常
の
取
引
の
中
で

不
幸
に
見
舞
わ
れ
、
破
産
に
至
っ
た
場
合
も
あ
り
う
る
。
そ
の
よ
う
に
破
産
者
が
誠
実
に
取
引
し
た
と
認
め
ら
れ
得
る
と
き
、
す
な
わ
ち
詐

害
行
為
の
蓋
然
性
が
そ
れ
ほ
ど
確
実
で
な
い
と
き
、
ま
た
は
詐
害
行
為
で
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
っ
て
も
、
法
律
上
当
然
無
効
と
し
て
一

切
の
反
証
を
許
さ
な
い
と
す
る
こ
と
は
、
債
務
者
に
と
っ
て
も
、
ま
た
取
引
の
相
手
方
に
と
っ
て
も
不
公
平
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
公
衆
道

徳
、
社
会
保
障
、
国
家
の
立
法
を
指
導
す
る
全
て
の
原
理
に
対
す
る
有
害
な
侵
害
と
な
り
う
（
（2
（

る
。

　

更
にCorvetto

は
、
一
度
立
証
さ
れ
た
詐
害
行
為
は
、
破
産
前
一
〇
日
よ
り
更
に
前
に
さ
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
法
の
非
難
を
免
れ
な
い

こ
と
、
行
為
の
破
産
時
期
へ
の
近
似
性
は
そ
れ
自
体
行
為
を
疑
わ
し
く
す
る
か
ら
、
破
産
前
の
行
為
に
詐
害
行
為
の
法
律
上
の
推
定
を
か
け

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
し
か
し
直
接
証
拠
に
よ
る
反
証
を
認
め
、
反
証
に
よ
り
詐
害
性
が
く
つ
が
え
さ
れ
る
か
ど
う
か
は
判
事
の
見
識
に

よ
り
判
断
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
、
を
主
張
し
、
絶
対
的
無
効
と
し
な
く
と
も
、
詐
害
行
為
の
推
定
さ
え
さ
れ
れ
ば
破
産
前
一
〇
日
内
に

さ
れ
た
詐
害
行
為
を
無
効
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
主
張
し
（
（2
（

た
。

　

Corvetto

が
第
一
草
案
法
文
の
代
わ
り
に
提
案
し
た
法
文
は
、
１
．
債
権
者
を
害
す
る
全
て
の
行
為
は
無
効
で
あ
る
、
２
．
破
産
前
一

〇
日
内
に
さ
れ
た
全
て
の
行
為
は
無
効
と
推
定
さ
れ
る
、
の
非
常
に
シ
ン
プ
ル
な
法
文
で
あ
っ
（
（2
（

た
。
し
か
し
こ
の
法
文
は
採
用
さ
れ
な
か
っ

た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、Corvetto

の
意
見
に
反
対
す
る
論
者
が
挙
げ
た
の
は
、
反
証
を
許
す
と
な
れ
ば
、
例
え
ば
破
産
者
が
妻
の
名
で

行
動
す
る
と
い
っ
た
様
々
な
種
類
の
詐
害
行
為
が
既
に
行
わ
れ
て
お
り
、
推
定
の
緩
和
は
法
を
揺
る
が
し
か
ね
な
い
事
態
を
も
た
ら
し
得
る

と
（
（3
（

か
、
管
轄
裁
判
所
で
あ
る
商
事
裁
判
所
に
は
衡
平
裁
判
所
と
し
て
の
機
能
が
奪
わ
れ
て
い
る
か
ら
、
反
証
に
つ
い
て
の
判
断
が
難
し
い
と

い
っ
た
理
由
で
あ
（
（3
（

る
。
し
か
し
、
恐
ら
く
法
律
上
当
然
無
効
シ
ス
テ
ム
を
取
り
入
れ
る
決
め
手
に
な
っ
た
の
は
、
通
常
の
詐
害
行
為
取
消
訴

権
に
つ
い
て
定
め
た
と
一
般
に
評
さ
れ
る
一
六
七
三
年
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
に
よ
っ
て
は
、
や
は
り
様
々
な
形
で
行
わ
れ
て
い
た
債
務
者
破
産
前
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の
詐
害
行
為
に
対
応
し
き
れ
ず
詐
害
行
為
が
蔓
延
し
、
そ
の
た
め
に
一
七
〇
二
年
法
を
必
要
と
し
た
と
い
う
歴
史
上
の
経
験
に
基
づ
く
も
の

で
あ
（
（3
（

る
。
そ
の
結
果
、
一
八
〇
七
年
法
で
破
産
前
の
一
定
の
行
為
を
無
効
と
す
る
こ
と
に
関
連
す
る
規
律
は
以
下
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
た
。

２　

一
八
〇
七
年
商
法
（
（3
（

典

　

第
四
四
一
条

　
《
破
産
開
始
（ouverture de la faillite

）
は
商
事
裁
判
所
が
宣
言
す
る
。
そ
の
時
点
は
債
務
者
の
失
踪
（retraite

）、店
舗
閉
鎖
、

商
事
契
約
の
履
行
ま
た
は
弁
済
拒
絶
を
証
す
る
全
て
の
行
為
の
日
に
よ
り
決
せ
ら
れ
る
。

　

第
一
文
の
全
て
の
行
為
は
、
支
払
停
止
ま
た
は
破
産
宣
告
が
あ
る
と
き
破
産
開
始
を
証
明
す
る
。》

　

第
四
四
二
条

　
《
破
産
者
は
破
産
の
日
か
ら
、
法
律
上
当
然
に
、
す
べ
て
の
財
産
の
管
理
処
分
権
を
喪
失
す
る
。》

　

第
四
四
三
条

　
《
破
産
開
始
前
一
〇
日
内
は
、
何
人
も
破
産
者
の
財
産
上
に
先
取
特
権
及
び
抵
当
権
を
取
得
で
き
な
い
。》

　

第
四
四
四
条

　
《
破
産
者
が
し
た
無
償
の
不
動
産
上
の
権
利
移
転
行
為
は
、
そ
れ
が
破
産
開
始
前
一
〇
日
内
に
さ
れ
た
と
き
は
、
債
権
者
団
に
対
し

て
無
効
と
す
る
。
同
種
の
行
為
は
全
て
、
有
償
で
あ
っ
て
も
、
裁
判
官
が
詐
害
行
為
の
性
質
を
有
す
る
と
判
断
す
る
と
き
は
、
債
権
者

の
申
立
に
よ
り
無
効
と
さ
れ
得
る
。》



論　　　説

北法67（2・70）404

　

第
四
四
五
条

　
《
破
産
開
始
前
一
〇
日
内
に
債
務
者
が
し
た
商
事
に
関
す
る
全
て
の
行
為
ま
た
は
契
約
は
、
破
産
者
に
詐
害
性
が
推
定
さ
れ
る
。
契

約
の
相
手
方
側
の
詐
害
行
為
が
立
証
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
れ
ら
の
行
為
又
は
契
約
は
無
効
と
な
る
。》

　

第
四
四
六
条

　
《
弁
済
期
の
到
来
し
て
い
な
い
商
事
債
務
に
つ
き
破
産
開
始
前
一
〇
日
内
に
し
た
全
て
の
弁
済
は
、
返
却
さ
れ
る
。》

　

第
四
四
七
条

　
《
債
権
者
を
害
す
る
全
て
の
行
為
ま
た
は
弁
済
は
無
効
と
な
る
。》

３　

一
八
〇
七
年
法
に
お
け
る
無
効
シ
ス
テ
ム
の
根
拠
─
詐
害
行
為
の
法
律
上
の
推
定
─

　

以
上
の
よ
う
に
、
一
八
〇
七
年
法
で
、
一
六
六
七
年Lyon

市
手
形
交
換
所
規
則
及
び
一
七
〇
二
年
王
令
が
用
い
た
法
律
上
当
然
無
効
の

シ
ス
テ
ム
が
一
部
採
用
さ
れ
、
こ
れ
が
破
産
に
関
す
る
立
法
の
基
礎
の
一
つ
と
し
て
定
着
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
一
八
〇
七
年
法

が
採
用
し
た
無
効
シ
ス
テ
ム
は
、
単
に
破
産
前
一
定
の
行
為
を
法
律
上
当
然
無
効
と
す
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
債
務
者
が
し
た
行
為
自
体
、
行

為
の
時
期
、
状
況
に
よ
り
詐
害
行
為
の
推
定
の
対
象
に
幅
を
持
た
せ
、
ま
た
あ
る
も
の
は
反
証
を
許
し
、
あ
る
も
の
は
反
証
を
許
さ
な
い
、

複
雑
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　

法
律
上
当
然
無
効
の
対
象
と
な
る
の
は
、
破
産
開
始
（
（3
（

前
一
〇
日
内
に
破
産
者
の
財
産
上
に
先
取
特
権
及
び
抵
当
権
を
取
得
す
る
行
為
（
四

四
三
条
）、
破
産
開
始
前
一
〇
日
内
に
破
産
者
が
し
た
無
償
の
不
動
産
上
の
権
利
移
転
行
為
（
四
四
四
条
前
（
（3
（

段
）、
破
産
開
始
前
一
〇
日
内
の

弁
済
期
の
到
来
し
て
い
な
い
商
事
債
務
の
弁
済
（
四
四
六
条
）
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
行
為
の
性
質
、
行
為
が
さ
れ
た
状
況
及
び



対抗要件否認規定における有害性について（２）

北法67（2・71）405

疑
わ
し
い
時
期
か
ら
、
詐
害
行
為
で
な
い
こ
と
が
不
可
能
か
ほ
と
ん
ど
不
可
能
で
あ
っ
て
、
そ
の
蓋
然
性
と
結
び
付
け
て
詐
害
行
為
が
立
証

さ
れ
た
と
み
な
さ
れ
（
（3
（

る
。

　

こ
の
推
定
の
根
拠
は
民
法
典
の
規
定
で
あ
る
。
民
法
典
に
よ
れ
ば
、
推
定
は
法
律
上
の
推
定
（présom

ptions établies par la loi : 

民

法
典
一
三
五
〇－
一
三
五
二
条
）
と
法
が
判
事
の
慧
眼
さ
に
ゆ
だ
ね
た
意
思
的
推
定
（sim

ples présom
ptions m

orales : 

民
法
典
一
三

五
三
条
）
に
分
類
さ
れ
、
法
律
上
の
推
定
に
は
反
証
を
許
さ
な
い
絶
対
的
推
定
と
（
民
法
典
一
三
五
二
条
二
項
前
段
）、
推
定
が
有
利
に
作

用
す
る
者
か
ら
立
証
を
免
除
す
る
も
の
の
、
反
証
を
許
し
、
反
証
が
提
出
さ
れ
れ
ば
推
定
が
覆
る
単
純
推
定
（
民
法
典
一
三
五
二
条
二
項
後

段
）
に
分
か
れ
て
い
る
。
民
法
典
一
三
五
二
条
に
よ
れ
ば
、
法
律
上
の
推
定
は
、
明
文
に
よ
る
反
証
の
留
保
が
な
い
限
り
反
証
が
許
さ
れ
な

い
。
従
っ
て
、
法
律
上
の
推
定
で
あ
っ
て
反
証
に
つ
い
て
の
留
保
が
な
い
四
四
三
条
、
四
四
四
条
前
段
、
四
四
六
条
の
効
果
は
、
反
証
を
許

さ
な
い
法
律
上
当
然
無
効
で
あ
り
、
原
告
は
全
て
の
立
証
か
ら
免
れ
、
被
告
に
対
し
て
は
反
証
に
よ
り
推
定
を
争
う
権
能
を
認
め
な
い
二
重

の
効
果
を
有
し
て
い
る
と
理
解
さ
れ
（
（3
（

た
。

　

詐
害
行
為
の
推
定
が
及
ぶ
行
為
に
つ
い
て
、
法
文
上
特
に
限
定
の
無
い
先
取
特
権
、
抵
当
権
取
得
行
為
及
び
無
償
の
不
動
産
上
の
権
利
移

転
行
為
を
除
け
ば
、
詐
害
行
為
の
推
定
を
受
け
る
の
は
、
商
行
為
、
商
事
契
（
（3
（

約
（
四
四
五
条
）、
商
事
債
務
の
弁
済
（
四
四
六
条
）
で
あ
り
、

民
事
行
為
、
民
事
契
約
、
民
事
債
務
の
弁
済
を
含
ま
な
い
。
詐
害
行
為
の
推
定
の
対
象
が
商
行
為
、
商
事
契
約
に
制
限
さ
れ
る
の
は
、
詐
害

行
為
の
蓋
然
性
の
差
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
商
取
引
を
行
う
者
は
商
人
と
し
て
の
資
格
と
個
人
と
し
て
の
資
格
を
二
重
に
有
し
て
お
り
、

商
法
は
商
人
に
対
し
て
の
み
特
に
適
用
さ
れ
る
特
別
法
で
あ
る
か
ら
、
そ
こ
で
特
に
定
め
て
い
る
不
利
な
推
定
を
個
人
と
し
て
行
う
民
事
一

般
の
分
野
に
ま
で
拡
張
す
べ
き
で
は
な
い
、
と
い
っ
た
形
式
論
で
説
明
さ
れ
て
い
（
（3
（

る
。
し
か
し
そ
の
背
後
に
は
、
民
事
取
引
に
ま
で
詐
害
性

の
推
定
を
拡
張
す
る
こ
と
で
法
律
上
当
然
無
効
の
範
囲
を
拡
張
し
す
ぎ
る
こ
と
に
対
す
る
警
戒
心
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
（
（4
（

る
。

　

弁
済
に
つ
い
て
は
、
詐
害
行
為
の
推
定
を
受
け
る
の
は
商
事
弁
済
、
か
つ
期
限
前
弁
済
に
限
定
さ
れ
る
（
四
四
六
条
）。
対
象
を
弁
済
期
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の
到
来
し
て
い
な
い
債
務
に
限
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
はRiom

控
訴
院
が
異
議
を
唱
え
た
が
、
維
持
さ
れ
（
（4
（

た
。
起
草
者
に
よ
れ
ば
、
通
常

の
弁
済
に
詐
害
行
為
の
推
定
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
ず
、
弁
済
期
前
の
弁
済
の
場
合
に
の
み
、
弁
済
ま
で
の
期
間
を
短
縮
し
た
、
と
い
う
行

為
に
詐
害
性
が
推
定
さ
れ
（
（4
（

る
。

　

先
取
特
権
及
び
抵
当
権
登
記
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

　

詐
害
行
為
の
推
定
が
及
ぶ
人
的
範
囲
に
つ
い
て
、
法
律
上
当
然
無
効
、
従
っ
て
無
効
の
推
定
が
債
務
者
の
み
な
ら
ず
債
務
者
と
取
引
し
た

第
三
者
に
つ
い
て
も
及
ぶ
四
四
三
条
、
四
四
四
条
前
段
、
四
四
六
条
に
対
し
、
四
四
五
条
は
、
詐
害
性
の
推
定
は
債
務
者
に
対
し
て
の
み
及

び
、
契
約
の
相
手
方
に
対
し
て
は
推
定
が
及
ば
な
い
と
さ
れ
る
点
で
特
異
な
規
定
で
あ
る
。
破
産
開
始
前
一
〇
日
内
に
債
務
者
が
し
た
商
行

為
ま
た
は
商
事
契
約
に
つ
い
て
こ
の
よ
う
に
推
定
の
人
的
対
象
を
制
限
す
る
立
法
を
し
た
理
由
と
し
て
、
法
律
上
当
然
無
効
と
す
れ
ば
、
契

約
の
相
手
方
へ
の
不
意
打
ち
の
恐
れ
や
不
意
打
ち
を
避
け
る
た
め
に
契
約
時
点
の
偽
装
が
蔓
延
し
か
ね
な
い
こ
と
、
債
務
者
の
破
産
直
前
の

資
金
調
達
が
妨
げ
ら
れ
る
こ
と
、
ま
た
善
意
の
証
明
は
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
相
手
方
善
意
の
時
に
反
証
を
許
す
と
す
る
こ
と
も
で
き
な

い
こ
と
等
が
挙
げ
ら
れ
て
い
（
（4
（

る
。
し
か
し
、
正
式
な
権
限
を
有
し
、
法
定
の
正
規
の
方
式
に
従
い
そ
れ
自
体
有
効
な
契
約
を
有
す
る
者
に
、

そ
の
契
約
の
正
当
性
以
外
の
証
明
を
要
求
す
る
こ
と
は
公
平
に
反
す
る
。
そ
も
そ
も
法
四
四
五
条
が
定
め
る
破
産
へ
の
時
間
的
近
似
性
に
由

来
す
る
詐
害
性
の
推
定
は
、
破
産
者
の
財
務
状
態
が
悪
い
こ
と
を
知
っ
て
し
た
こ
と
に
由
来
す
る
か
ら
、
そ
の
推
定
は
本
来
、
必
然
的
に
自

身
の
悪
い
状
態
を
知
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
破
産
者
に
対
し
て
し
か
及
ば
な
い
。
従
っ
て
破
産
へ
の
近
似
性
を
理
由
と
し
た
詐
害
行
為
を
主
張

す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
無
効
を
主
張
す
る
債
権
者
は
、
取
引
の
相
手
方
も
取
引
当
時
債
務
者
の
財
務
状
態
を
知
っ
て
し
た
こ
と
を
立
証
す

る
必
要
が
あ
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
一
般
法
理
に
従
い
当
該
商
取
引
が
詐
害
行
為
で
あ
る
こ
と
を
立
証
す
る
か
、
あ
る
い
は
契
約
自
体
の

違
法
性
を
証
明
す
る
以
外
に
な
（
（4
（

い
。

　

四
四
三
条
か
ら
四
四
六
条
に
よ
り
詐
害
行
為
の
推
定
が
及
ば
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
債
権
者
は
一
般
法
理
に
従
い
詐
害
行
為
の
立
証
に
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服
す
る
四
四
七
条
に
よ
り
、
詐
害
の
意
図
と
損
害
の
事
実
を
証
明
す
る
こ
と
で
無
効
を
主
張
で
き
（
（4
（

る
。

４　

一
八
〇
七
年
法
に
お
け
る
先
取
特
権
及
び
抵
当
権
登
記
の
帰
趨

　

一
八
〇
七
年
商
法
典
は
破
産
開
始
前
一
〇
日
内
に
取
得
し
た
先
取
特
権
及
び
抵
当
権
取
得
に
つ
い
て
詐
害
行
為
と
法
律
上
推
定
す
る
規
定

を
設
け
て
い
た
が
、
そ
の
登
記
の
帰
趨
に
つ
い
て
は
定
め
を
し
て
い
な
か
っ
た
。
従
っ
て
、
四
四
三
条
の
文
言
か
ら
す
れ
ば
、
破
産
開
始
前

一
〇
日
内
に
登
記
を
取
得
す
る
行
為
は
四
四
三
条
に
よ
る
詐
害
性
推
定
の
対
象
外
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
帰
結
を
覆
し
得
る
と
当
時
評
さ

れ
て
い
た
規
定
が
民
法
典
に
存
在
し
て
い
た
。
一
つ
は
、
債
権
者
間
で
、
法
定
抵
当
権
、
裁
判
抵
当
権
、
約
定
抵
当
権
に
関
わ
ら
ず
、
抵
当

権
は
登
記
の
日
か
ら
し
か
順
位
を
取
得
し
な
い
旨
定
め
る
民
法
典
二
一
三
四
（
（4
（

条
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
破
産
開
始
前
に
し
た
行
為
が
無
効

と
宣
言
さ
れ
る
期
間
内
に
取
得
し
た
登
記
の
効
力
を
否
定
し
た
前
述
の
民
法
典
二
一
四
六
条
一
項
後
段
で
あ
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
民
法
典
の

規
定
を
組
み
合
わ
せ
て
解
釈
す
る
こ
と
に
よ
り
、
先
取
特
権
及
び
抵
当
権
取
得
は
破
産
開
始
前
一
〇
日
よ
り
も
更
に
前
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ

ら
の
登
記
を
破
産
開
始
前
一
〇
日
内
に
し
た
と
き
に
、
四
四
三
条
に
よ
り
先
取
特
権
及
び
抵
当
権
取
得
行
為
自
体
を
無
効
と
す
る
こ
と
が
で

き
る
か
に
つ
い
て
問
題
が
生
じ
（
（4
（

た
。

　

後
に
述
べ
る
よ
う
に
、既
に
フ
ラ
ン
ス
で
は
抵
当
権
公
示
シ
ス
テ
ム
が
不
完
全
な
が
ら
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。に
も
か
か
わ
ら
ず
、当
時
、

登
記
制
度
を
単
な
る
徴
税
手
段
と
し
か
認
識
し
て
い
な
い
裁
判
所
さ
え
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
故
、
登
記
の
意
義
に
つ
き
徴
税

手
段
と
し
て
認
識
し
て
い
た
裁
判
所
は
、
遅
れ
て
さ
れ
た
登
記
が
先
取
特
権
、
抵
当
権
の
有
効
性
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
反
対
し
（
（4
（

た
。
こ

の
裁
判
所
は
、
抵
当
権
取
得
自
体
に
は
共
謀
を
認
定
で
き
て
も
、
登
記
を
遅
れ
て
す
る
こ
と
に
共
謀
を
想
定
で
き
な
い
か
ら
、
遅
れ
た
登
記

取
得
行
為
に
四
四
三
条
の
詐
害
性
の
推
定
を
及
ぼ
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
も
述
べ
て
い
（
（4
（

た
。
こ
の
よ
う
な
意
見
に
対
し
起
草
者
は
、
登
記
の

公
示
と
し
て
の
意
義
と
抵
当
シ
ス
テ
ム
と
の
本
質
的
連
関
性
を
強
調
し
た
上
で
、
共
謀
の
認
定
に
つ
い
て
は
、
悪
意
の
債
務
者
が
破
産
に
対
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す
る
準
備
の
た
め
、
自
己
に
協
力
的
な
債
権
者
と
共
謀
し
た
上
で
、
そ
の
信
用
に
配
慮
し
、
よ
り
多
く
の
資
産
を
保
有
す
る
よ
う
な
外
観
を

公
に
提
供
す
る
た
め
、
早
い
時
期
か
ら
破
産
直
前
と
み
え
る
こ
と
を
避
け
、
債
権
者
か
ら
債
務
者
の
財
産
の
一
部
を
守
る
、
と
い
う
こ
と
は

良
く
生
じ
得
る
と
述
べ
て
、
登
記
取
得
に
つ
い
て
詐
害
行
為
の
共
謀
を
認
定
で
き
る
と
し
（
（5
（

た
。
つ
ま
り
、
起
草
者
は
、
破
産
開
始
前
一
〇
日

内
に
登
記
を
取
得
す
れ
ば
、
そ
の
登
記
は
民
法
二
一
四
六
条
で
無
効
に
な
る
が
、
こ
れ
と
と
も
に
、
民
法
典
二
一
三
四
条
、
商
法
典
四
四
三

条
に
よ
り
、
有
効
に
取
得
し
た
は
ず
の
先
取
特
権
、
抵
当
権
も
法
律
上
当
然
無
効
に
な
る
と
考
え
て
い
（
（5
（

た
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム

は
、
先
取
特
権
者
又
は
抵
当
権
者
の
利
益
を
犠
牲
に
、
無
効
を
主
張
す
る
債
権
者
の
利
益
保
護
に
著
し
く
傾
い
た
制
度
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
の
下
に
、こ
の
厳
格
さ
を
緩
和
す
る
方
策
が
模
索
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
（
（5
（

た
。
し
か
し
、こ
れ
か
ら
説
明
す
る
通
り
「
破

産
開
始
」（
四
四
一
条
）「
破
産
の
日
」（
四
四
二
条
）
の
文
言
に
よ
り
、
無
効
と
な
る
行
為
の
範
囲
は
更
に
拡
大
し
た
。

５　

一
八
〇
七
年
商
法
典
成
立
後
商
法
典
四
四
一
条
、
四
四
二
条
に
関
す
る
解
釈
が
与
え
た
影
響

　

以
上
に
見
て
き
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
一
八
〇
七
年
法
の
起
草
者
は
、
破
産
開
始
前
一
〇
日
内
に
後
の
破
産
者
で
あ
る
債
務
者
が
し
た
行

為
に
詐
害
行
為
の
推
定
を
及
ぼ
し
無
効
と
す
る
か
の
問
題
に
つ
き
、
債
務
者
に
よ
る
行
為
の
性
質
、
行
為
が
さ
れ
た
状
況
及
び
疑
わ
し
い
時

期
を
分
類
し
、
そ
の
分
類
に
応
じ
て
詐
害
行
為
の
法
律
上
の
推
定
を
及
ぼ
す
対
象
を
決
定
し
、
ま
た
反
証
を
許
す
こ
と
で
、
法
律
上
当
然
無

効
の
範
囲
が
拡
大
し
す
ぎ
な
い
よ
う
留
意
し
て
い
た
形
跡
が
伺
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
起
草
者
の
無
効
に
関
す
る
施
策
も
、
起
草

者
が
恐
ら
く
は
気
づ
い
て
い
な
か
っ
た
破
産
開
始
時
期
及
び
管
理
処
分
権
喪
失
に
つ
い
て
の
不
用
意
な
法
文
に
よ
り
、
無
駄
に
な
っ
た
。

　

商
法
典
四
四
一
条
に
よ
れ
ば
、
破
産
を
宣
言
す
る
判
決
の
必
要
性
を
認
め
、
商
事
裁
判
所
に
破
産
開
始
（ouverture de la faillite

）
を

宣
言
す
る
権
能
を
付
与
し
て
い
（
（5
（

た
。
同
時
に
、
破
産
者
が
破
産
状
態
に
陥
っ
た
破
産
開
始
時
点
は
判
決
の
時
点
で
は
な
く
実
質
的
に
は
も
っ

と
前
の
時
点
に
あ
る
と
し
て
、
債
務
者
の
破
産
の
事
実
上
の
徴
慿
た
る
四
四
一
条
所
定
の
事
実
、
つ
ま
り
こ
れ
ら
は
弁
済
義
務
を
一
般
的
に
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怠
っ
て
い
る
と
い
う
支
払
停
止
の
徴
慿
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
が
生
じ
た
時
点
で
債
務
者
は
既
に
破
産
状
態
に
陥
っ
て
お
り
、
こ
の
時
点
ま
で

破
産
開
始
を
遡
及
さ
せ
る
こ
と
を
認
め
て
い
（
（5
（

た
。
支
払
停
止
の
事
実
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、
商
事
裁
判
所
は
ど
れ
ほ
ど
古
く
と
も
破
産
開
始
に

結
び
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
一
般
的
に
考
え
ら
れ
て
い
た
。
時
効
を
除
き
、
い
か
な
る
時
間
的
制
約
を
課
せ
ら
れ
な
か
っ
（
（5
（

た
。
ま
た
裁
判

所
は
、
新
た
な
判
決
に
よ
り
、
支
払
停
止
を
更
に
過
去
に
遡
及
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
（
（5
（

た
。

　

そ
し
て
、
商
法
典
四
四
二
条
に
よ
り
、
破
産
者
は
破
産
の
日
か
ら
（à com

pter du jour de la faillite

）
法
律
上
当
然
に
、
全
て
の
財

産
管
理
処
分
権
を
喪
失
（est dessaisi de plein droit

）
し
た
。
こ
の
破
産
の
日
以
後
の
破
産
者
の
管
理
処
分
権
喪
失
の
制
度
は
、
一
六

七
三
年
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
で
は
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
（
（5
（

た
。
従
っ
て
、
そ
れ
ま
で
破
産
者
は
、
破
産
の
日
以
降
も
、
実
質
的
に
は
債
権
者
へ
の

弁
済
に
充
て
ら
れ
る
べ
き
共
同
の
担
保
と
な
る
べ
き
財
産
に
つ
い
て
、
法
律
上
何
ら
の
管
理
処
分
権
の
制
限
も
受
け
て
い
な
か
っ
た
。
破
産

者
が
そ
れ
を
横
領
す
れ
ば
死
刑
が
課
さ
れ
た
が
（
一
六
七
三
年
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
第
一
一
章
一
〇
条
、
一
一
条
）、
横
領
を
止
め
さ
せ
る
に
は

至
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
、
債
権
者
（
ま
た
は
そ
の
代
表
者
）
に
、
破
産
者
財
産
の
占
有
を
移
転
し
破
産
者
か
ら
財
産
管
理
処
分
権
を
奪
う
慣

習
は
存
在
し
た
。
し
か
し
そ
れ
は
様
々
な
恣
意
的
な
約
定
の
下
に
さ
れ
る
不
公
平
な
も
の
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
一
八
〇
七
年
法
の
起
草
者

は
、
こ
れ
ら
の
不
都
合
を
解
消
さ
せ
る
施
策
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
、
破
産
の
日
か
ら
、
破
産
者
か
ら
破
産
者
財
産
の
管
理
処
分
権
を
奪
う

規
律
を
設
け
（
（5
（

た
。
こ
の
制
度
導
入
当
時
、
破
産
の
日
以
降
な
ぜ
債
務
者
が
自
己
の
財
産
の
管
理
処
分
権
を
喪
失
す
る
の
か
、
そ
の
法
的
性
質

を
十
分
解
明
す
る
に
い
た
っ
て
お
ら
ず
、
後
に
そ
れ
を
合
理
的
に
説
明
す
る
方
法
が
模
索
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
（
（5
（

が
、
と
も
か
く
も
こ
の
時
点

に
お
け
る
問
題
は
、
法
文
を
文
言
通
り
解
釈
す
れ
ば
、「
破
産
の
日
」
と
は
破
産
宣
言
判
決
の
こ
と
を
指
す
の
で
は
な
く
、「
破
産
開
始
」、

す
な
わ
ち
支
払
停
止
時
を
意
味
す
る
と
解
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
（
（6
（

る
。
四
四
一
条
で
破
産
開
始
は
ど
こ
ま
で
も
過
去
に
遡
及
す
る
こ
と
が
認

め
ら
れ
て
い
た
か
ら
、
四
四
一
条
と
四
四
二
条
に
よ
れ
ば
、
破
産
者
は
自
己
の
財
産
の
管
理
処
分
権
を
か
な
り
過
去
に
遡
っ
て
失
う
こ
と
と

な
っ
（
（6
（

た
。
更
に
、
四
四
三
条
か
ら
四
四
六
条
の
規
定
に
よ
れ
ば
、「
破
産
開
始
」、
す
な
わ
ち
支
払
停
止
前
一
〇
日
内
に
債
務
者
が
し
た
一
部
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の
行
為
に
対
し
て
詐
害
行
為
の
推
定
が
及
び
、
法
律
上
当
然
無
効
と
さ
れ
る
か
、
あ
る
い
は
取
引
の
相
手
方
の
共
謀
が
立
証
さ
れ
れ
ば
反
証

の
留
保
付
で
無
効
と
さ
れ
得
た
。
こ
の
よ
う
に
、
一
八
〇
七
年
法
の
規
律
は
、
特
に
四
四
一
条
四
四
二
条
の
存
在
に
よ
り
債
務
者
、
後
の
破

産
者
が
し
た
行
為
が
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
事
後
的
に
無
効
と
さ
れ
る
可
能
性
を
含
む
規
律
で
あ
っ
て
、
後
の
破
産
者
と
取
引
を
し
て
い
た
者

の
取
引
の
安
全
を
害
し
、
破
産
者
の
債
権
者
保
護
に
著
し
く
傾
い
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

三　

一
八
三
八
年
商
法
典
に
お
け
る
規
律

１　

一
八
三
八
年
法
無
効
規
定
立
法
過
程
に
お
け
る
議
論
─
債
務
者
の
管
理
処
分
権
喪
失
、
無
効
、
支
払
停
止
概
念
の
発
展
と
関
連
性
─

　

一
八
三
八
年
法
の
制
定
作
業
が
開
始
さ
れ
た
時
に
ま
ず
検
討
さ
れ
た
の
は
、
一
八
〇
七
年
商
法
典
が
破
産
者
と
破
産
宣
言
判
決
前
に
取
引

し
た
第
三
者
に
対
し
て
あ
ま
り
に
厳
し
い
結
論
を
導
き
、
こ
れ
に
対
し
て
判
例
が
修
正
を
加
え
て
き
た
た
め
混
乱
と
動
揺
を
も
た
ら
し
て
い

た
、
そ
の
状
況
を
修
正
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
代
議
院
は
、
審
議
過
程
で
政
府
が
提
案
し
た
草
案
に
対
し
修
正
を
加
え
、
第
一
草
案

と
し
て
以
下
の
法
文
を
示
し
（
（6
（

た
。

　

第
一
草
案
第
四
四
二
条

　
《
破
産
開
始
、
破
産
者
の
全
財
産
の
管
理
権
喪
失
は
、
破
産
宣
言
判
決
の
日
か
ら
法
律
上
当
然
に
生
ず
る
。

　

判
決
の
日
か
ら
、
動
産
不
動
産
を
問
わ
ず
全
て
訴
権
は
管
財
人
に
対
し
て
追
行
し
、
提
起
す
る
。

　

動
産
不
動
産
を
問
わ
ず
、
全
て
強
制
執
行
に
つ
い
て
も
ま
た
同
じ
。

　

裁
判
所
は
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
破
産
者
を
訴
訟
参
加
人
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。》
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第
一
草
案
第
四
四
三
条

　
《
裁
判
所
は
、
前
条
の
判
決
ま
た
は
後
の
判
決
で
、
職
権
ま
た
は
全
て
の
利
害
関
係
人
の
申
立
て
に
よ
り
、
破
産
開
始
を
支
払
停
止

が
公
知
と
な
っ
た
日
に
遡
及
で
き
る
。
破
産
開
始
を
決
す
る
判
決
は
全
て
、
四
四
一
（
（6
（

条
で
定
め
る
方
法
に
よ
り
掲
示
し
、
公
示
す
る
。》

　

第
一
草
案
第
四
四
四
条

　
《
破
産
開
始
と
破
産
開
始
を
宣
言
す
る
判
決
の
間
に
債
務
者
が
し
た
全
て
の
行
為
ま
た
は
弁
済
は
詐
害
行
為
と
推
定
さ
れ
る
、但
し
、

破
産
者
と
取
引
し
た
者
が
破
産
者
の
悪
い
経
済
状
態
を
知
ら
ず
に
し
た
と
き
は
こ
の
限
り
で
な
い
。
時
期
に
よ
ら
ず
債
権
者
の
権
利
を

害
し
て
し
た
行
為
ま
た
は
弁
済
の
無
効
を
さ
ま
た
げ
な
い
。》

　

第
一
草
案
第
四
四
五
条

　
《
動
産
不
動
産
を
問
わ
ず
、
破
産
開
始
及
び
そ
の
前
一
〇
日
内
に
債
務
者
が
し
た
全
て
の
無
償
の
財
産
権
移
転
行
為
は
、
債
権
者
の

財
団
に
対
し
て
無
効
と
す
る
。》

　

第
一
草
案
第
四
四
六
条

　
《
前
条
の
期
間
内
は
、
既
存
の
債
務
に
つ
い
て
破
産
者
財
産
上
に
抵
当
権
ま
た
は
質
権
を
取
得
で
き
な
い
。
抵
当
権
は
、
そ
れ
が
既

に
設
定
さ
れ
て
い
た
と
き
は
、
そ
の
期
間
内
有
効
に
登
記
し
う
る
。》

　

第
一
草
案
第
四
四
七
条

　
《
弁
済
期
の
到
来
し
て
い
な
い
債
務
に
対
す
る
破
産
開
始
後
及
び
そ
の
前
一
〇
日
内
の
全
て
の
弁
済
は
、
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。》
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第
一
草
案
第
四
四
八
条

　
《
破
産
開
始
は
破
産
者
と
の
関
係
で
、
弁
済
期
の
到
来
し
て
い
な
い
債
務
の
弁
済
期
を
到
来
さ
せ
る
。

　

破
産
開
始
は
債
権
者
団
と
の
関
係
で
、
特
別
の
先
取
特
権
、
質
権
、
ま
た
は
抵
当
権
で
担
保
さ
れ
な
い
全
て
の
債
権
の
利
息
の
発
生

を
停
止
さ
せ
る
。》

　

こ
れ
ら
法
文
に
よ
れ
ば
、
債
務
者
の
財
産
処
分
の
帰
趨
が
問
題
と
な
る
時
期
は
三
つ
に
分
か
れ
て
い
る
。
一
つ
は
破
産
宣
言
判
決
後
、

二
つ
目
は
破
産
開
始
後
宣
言
判
決
ま
で
、
三
つ
目
は
破
産
開
始
前
一
〇
日
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
時
期
に
応
じ
て
、
債
務
者
に
よ
る
財
産
処

分
の
帰
趨
は
異
な
っ
た
制
度
に
服
す
る
。
破
産
宣
言
判
決
後
、
債
務
者
は
そ
の
財
産
の
管
理
処
分
権
を
法
律
上
当
然
に
喪
失
す
る
（
第
一

草
案
四
四
二
条
）。
破
産
開
始
後
破
産
宣
言
判
決
ま
で
の
間
、
債
務
者
の
全
て
の
行
為
は
詐
害
行
為
と
推
定
さ
れ
る
が
（sont présum

és 

frauduleux

）、
取
引
の
相
手
方
に
、
債
務
者
の
財
産
状
態
に
つ
い
て
の
善
意
の
主
張
を
許
す
（
第
一
草
案
四
四
四
条
）。
破
産
開
始
後
宣
言

判
決
ま
で
の
間
に
加
え
、
破
産
開
始
前
一
〇
日
内
に
さ
れ
た
無
償
の
権
利
移
転
行
為
、
既
存
の
債
務
に
関
す
る
抵
当
権
質
権
の
取
得
、
弁
済

期
に
な
い
債
務
の
弁
済
が
そ
れ
ぞ
れ
法
律
上
当
然
無
効
と
な
る
（
第
一
草
案
四
四
五
条
、
四
四
六
条
、
四
四
七
条
）。
こ
の
期
間
中
抵
当
権

登
記
は
で
き
る
（
第
一
草
案
四
四
六
条
二
文
）。
ま
た
、
時
期
を
問
わ
ず
、
詐
害
行
為
の
一
般
法
理
の
適
用
が
認
め
ら
れ
る
（
第
一
草
案
四

四
四
条
二
文
）。
更
に
破
産
開
始
は
、
支
払
停
止
が
公
知
と
な
っ
た
日
ま
で
遡
及
す
る
（
第
一
草
案
四
四
三
条
）。

　

代
議
院
は
、
政
府
が
提
案
し
た
草
案
の
内
、
破
産
開
始
時
か
ら
の
債
務
者
の
管
理
処
分
権
喪
失
を
定
め
た
第
一
草
案
四
四
三
条
、
破
産
開

始
時
に
つ
い
て
定
め
た
第
一
草
案
四
四
三
条
は
議
論
す
る
こ
と
な
く
採
用
し
て
し
ま
っ
て
い
（
（6
（

た
。
そ
こ
で
議
論
の
中
心
は
破
産
開
始
後
宣
言

判
決
ま
で
の
間
に
債
務
者
が
し
た
行
為
の
帰
趨
で
あ
っ
た
。Renouard

は
起
草
理
由
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
た
。

　

破
産
を
構
成
す
る
も
の
は
、
本
来
破
産
を
宣
言
す
る
判
決
で
は
な
く
、
支
払
停
止
で
あ
る
。
そ
し
て
、
あ
る
者
が
破
産
状
態
、
つ
ま
り
支
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払
停
止
に
あ
れ
ば
、
そ
れ
以
降
債
権
者
の
帰
趨
に
お
け
る
平
等
原
則
が
要
請
さ
れ
る
か
ら
、
論
理
的
に
は
、
そ
し
て
厳
格
な
法
に
よ
れ
ば
、

宣
言
判
決
前
で
あ
っ
て
も
、
支
払
停
止
に
は
一
定
の
効
果
が
付
さ
れ
、
そ
れ
以
降
の
全
て
を
絶
対
的
に
無
効
と
す
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、

そ
れ
で
は
債
務
者
と
取
引
し
た
者
に
と
っ
て
、
非
常
に
厳
し
い
帰
結
を
も
た
ら
す
。
そ
こ
で
、
破
産
開
始
時
と
そ
の
時
以
降
の
絶
対
的
無
効

を
緩
和
す
る
。
法
律
上
支
払
停
止
が
公
知
と
な
っ
た
と
き
に
破
産
の
存
在
、
す
な
わ
ち
支
払
停
止
の
徴
慿
を
認
め
、
破
産
開
始
と
す
る
。
無

効
に
つ
い
て
は
一
部
の
法
律
上
当
然
無
効
を
除
き
、
破
産
開
始
後
の
行
為
に
詐
害
行
為
の
推
定
を
及
ぼ
し
た
う
え
で
、
取
引
の
相
手
方
の
側

か
ら
善
意
の
主
張
を
許
（
（6
（

す
。

　

代
議
院
で
の
議
論
は
、
一
八
〇
七
年
法
で
支
払
停
止
後
宣
言
判
決
の
間
に
さ
れ
た
行
為
の
帰
趨
に
つ
い
て
、
法
の
明
文
と
裁
判
の
解
釈
に

乖
離
が
生
じ
、
ま
た
裁
判
で
様
々
な
解
釈
が
さ
れ
て
い
た
、
そ
の
混
乱
を
表
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
（
（6
（

る
。
あ
る
論
者
は
一
八
〇
七
年

法
の
文
言
に
従
い
、
支
払
停
止
後
に
破
産
者
が
し
た
全
て
の
行
為
を
区
別
す
る
こ
と
な
く
無
効
に
す
る
よ
う
主
張
し
た
。
あ
る
論
者
は
宣
言

判
決
よ
り
前
の
行
為
に
関
し
て
破
産
の
効
力
を
強
調
す
る
傾
向
に
危
惧
を
抱
い
て
、
破
産
を
宣
言
判
決
か
ら
一
か
月
以
上
、
ま
た
別
の
論
者

は
二
四
時
間
以
上
過
去
に
遡
及
さ
せ
な
い
こ
と
を
望
ん
だ
。
ま
た
別
の
あ
る
論
者
は
、
判
決
前
の
行
為
は
反
証
が
さ
れ
る
ま
で
詐
害
行
為
の

推
定
が
及
ぶ
こ
と
を
望
み
、
別
の
論
者
は
善
意
で
さ
れ
た
と
の
推
定
を
望
ん
で
い
（
（6
（

た
。

　

こ
れ
ら
の
議
論
の
影
響
を
最
も
受
け
た
の
が
当
然
な
が
ら
第
一
草
案
四
四
四
条
で
あ
り
、
四
四
四
条
が
更
に
大
幅
に
修
正
さ
れ
た
。
そ
れ

ま
で
第
一
草
案
四
四
四
条
は
破
産
開
始
後
宣
言
判
決
の
間
に
債
務
者
が
し
た
行
為
、
弁
済
に
対
し
て
詐
害
行
為
の
推
定
を
し
て
い
た
が
、
債

務
者
と
取
引
し
た
相
手
方
の
悪
意
の
証
明
を
無
効
を
主
張
す
る
債
権
者
に
課
し
て
、
そ
の
第
一
文
は
次
の
よ
う
な
法
文
に
な
っ
た
。

　
《
債
務
者
が
破
産
開
始
と
宣
言
判
決
の
間
に
し
た
全
て
の
行
為
ま
た
は
弁
済
は
、
破
産
者
と
取
引
し
た
者
が
そ
の
事
業
の
悪
い
状
態

を
知
り
つ
つ
し
た
時
は
、
無
効
に
す
る
こ
と
が
で
き
（
（6
（

る
。》
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貴
族
院
へ
の
草
案
付
託
に
あ
た
り
、
国
璽
尚
書
（le garde des sceaux

）
のPersil

は
、
第
一
草
案
の
問
題
点
を
次
の
よ
う
に
指
摘
し

て
い
る
。

　

旧
法
に
よ
れ
ば
破
産
の
根
拠
は
支
払
停
止
に
あ
る
と
の
理
解
の
下
、「
破
産
開
始
」（
一
八
〇
七
年
法
四
四
一
条
）、「
破
産
の
日
」（
同
四

四
二
条
）
を
支
払
停
止
の
日
と
解
し
、
破
産
開
始
日
は
ど
こ
ま
で
も
過
去
に
遡
及
し
た
こ
と
か
ら
、
破
産
者
は
か
な
り
過
去
に
遡
っ
て
法
律

上
当
然
に
管
理
処
分
権
を
喪
失
し
、
破
産
者
と
取
引
し
た
者
に
打
撃
を
与
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
解
釈
に
よ
り
破
産
宣
言
判
決

の
日
と
、
破
産
開
始
が
支
払
停
止
ま
で
遡
及
し
た
日
と
い
う
二
種
の
「
破
産
開
始
」
が
出
来
上
が
り
、
破
産
者
の
管
理
処
分
権
喪
失
開
始
時

を
ど
ち
ら
の
時
点
と
す
る
か
に
つ
い
て
混
乱
が
生
じ
て
い
た
。
し
か
し
、
新
法
草
案
に
よ
れ
ば
「
破
産
開
始
」
は
常
に
支
払
停
止
が
公
知
と

な
っ
た
時（
第
一
草
案
四
四
三
条
）で
あ
る
。
破
産
が
公
知
と
な
っ
た
時
か
ら
し
か
破
産
者
の
管
理
処
分
権
を
失
わ
せ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、「
破

産
開
始
」
時
点
に
つ
い
て
旧
法
の
よ
う
な
対
立
が
生
じ
る
こ
と
も
な
い
。
し
か
し
代
議
院
で
の
修
正
に
よ
り
第
一
草
案
四
四
四
条
は
破
産
開

始
後
宣
言
判
決
前
ま
で
破
産
者
が
し
た
行
為
の
有
効
性
を
認
め
る
。
こ
の
規
定
は
事
実
上
破
産
宣
言
判
決
後
か
ら
し
か
破
産
者
が
し
た
行
為

に
対
し
法
律
上
の
効
果
を
及
ぼ
す
こ
と
が
で
き
な
く
す
る
作
用
を
有
す
る
も
の
と
思
わ
れ
、
特
定
の
債
権
者
へ
の
破
産
者
の
贔
屓
を
助
長
さ

せ
得
る
。
従
っ
て
、
債
務
者
の
支
払
停
止
が
公
知
と
な
っ
た
日
か
ら
、
債
権
者
の
帰
趨
が
最
終
的
に
決
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
（
（6
（

い
。

　

貴
族
院
で
、
新
た
に
次
に
挙
げ
る
修
正
案
が
提
案
さ
れ
た
。
そ
の
冒
頭
で
、T

ripier

は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
国
璽
尚
書
の
指
摘

に
つ
い
て
は
、
破
産
の
公
知
性
は
破
産
者
と
取
引
の
相
手
方
、
弁
済
を
受
け
た
者
と
の
関
係
に
よ
り
異
な
り
得
る
か
ら
、
支
払
停
止
の
公
知

性
に
依
拠
し
そ
の
後
の
行
為
を
絶
対
的
に
無
効
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
取
引
の
相
手
方
か
ら
の
善
意
の
反
証
を
許
す
と
し
て
も

善
意
の
立
証
は
不
可
能
で
あ
る
。
他
方
で
、
債
務
者
か
ら
窮
地
を
知
ら
さ
れ
た
債
権
者
が
支
払
停
止
後
不
当
に
債
権
者
団
よ
り
優
先
権
を
得

よ
う
と
す
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
従
っ
て
、
行
為
の
性
質
及
び
取
引
の
相
手
方
の
善
意
悪
意
に
従
い
、
支
払
停
止
か
ら
判
決
の
間
に
さ

れ
た
行
為
及
び
弁
済
を
維
持
す
る
か
無
効
に
す
る
か
の
判
断
権
限
を
裁
判
所
に
付
与
す
べ
き
で
あ
（
（7
（

る
。
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貴
族
院
修
正
案
は
、
基
本
的
に
は
代
議
院
で
修
正
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
、
第
一
草
案
四
四
四
条
か
ら
四
四
八
条
を
入
れ
替
え
る
目

的
で
提
案
さ
れ
た
。
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
（
（7
（

る
。

　

貴
族
院
修
正
案
第
四
四
四
条

　
《
時
期
、
名
義
を
問
わ
ず
、
債
権
者
の
権
利
を
害
し
て
し
た
全
て
の
行
為
ま
た
は
弁
済
は
無
効
と
す
る
。》

　

貴
族
院
修
正
案
第
四
四
五
条

　
《
動
産
不
動
産
を
問
わ
ず
、
債
務
者
が
し
た
全
て
の
無
償
の
財
産
権
移
転
行
為
は
、
破
産
開
始
ま
た
は
そ
の
前
一
〇
日
内
に
し
た
と

き
は
、
債
権
者
団
に
対
し
効
力
を
有
し
な
い
。》

　

貴
族
院
修
正
案
第
四
四
六
条

　
《
前
条
の
期
間
に
し
た
弁
済
期
の
到
来
し
て
い
な
い
全
て
の
弁
済
は
、
金
銭
、
移
転
、
売
買
、
相
殺
そ
の
他
の
方
法
に
か
か
わ
ら
ず
、

債
権
者
団
と
の
関
係
に
お
い
て
無
効
と
す
る
。》

　

貴
族
院
修
正
案
第
四
四
七
条

　
《
破
産
開
始
か
ら
宣
言
判
決
の
間
に
債
務
者
が
し
た
全
て
の
弁
済
及
び
行
為
は
、そ
の
弁
済
期
到
来
の
有
無
を
問
わ
ず
、無
効
と
す
る
。

但
し
、
債
務
者
か
ら
弁
済
を
受
領
し
た
者
ま
た
は
債
務
者
と
取
引
し
た
者
が
債
務
者
の
支
払
停
止
を
知
り
つ
つ
し
た
と
き
に
限
る
。

　

破
産
開
始
か
ら
宣
言
判
決
の
間
支
払
期
日
の
到
来
し
た
為
替
手
形
の
返
却
を
求
め
る
と
き
、
返
還
の
訴
え
は
手
形
受
取
人
に
対
し
て

の
み
提
起
で
き
る
。
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約
束
手
形
に
つ
い
て
は
、
返
還
の
訴
え
は
第
一
裏
書
人
に
対
し
て
の
み
行
使
で
き
る
。》

　

貴
族
院
修
正
案
第
四
四
八
条

　
《
破
産
開
始
か
ら
宣
言
判
決
の
間
、何
人
も
既
存
の
債
務
に
つ
い
て
破
産
者
財
産
上
に
抵
当
権
、不
動
産
質
権
、質
権
を
取
得
で
き
な
い
。

　

す
で
に
設
定
さ
れ
て
い
た
抵
当
権
は
、
破
産
開
始
前
一
〇
日
内
は
有
効
に
登
記
で
き
る
。

　

四
四
四
条
の
行
為
に
よ
り
取
得
し
た
抵
当
権
、
先
取
特
権
は
、
そ
の
行
為
の
帰
趨
に
従
う
。》

　

結
局
政
府
は
代
議
院
で
修
正
さ
れ
た
第
一
草
案
及
び
貴
族
院
で
の
修
正
案
採
択
の
際
の
議
論
を
参
考
に
、
新
た
な
草
案
を
起
草
し
た
。
こ

の
時
政
府
が
作
成
し
た
草
案
は
、
従
前
の
第
一
草
案
や
貴
族
院
が
示
し
た
修
正
案
に
比
べ
、
明
確
か
つ
秩
序
だ
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
評
さ

れ
て
い
（
（7
（

る
。
こ
の
草
案
に
対
し
修
正
が
加
え
ら
れ
、
最
終
的
に
一
八
三
八
年
商
法
典
と
し
て
採
択
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
、
旧
法
で
議
論
を
起

こ
し
た「
破
産
開
始
」、ま
た
第
一
草
案
で
の「
支
払
停
止
が
公
知
と
な
っ
た
日
に
遡
及
で
き
る
」と
の
文
言
は
注
意
深
く
削
除
さ
れ
た
。
ま
た
、

破
産
宣
言
判
決
と
支
払
停
止
の
差
異
が
明
確
化
さ
れ
た
。
支
払
停
止
時
期
の
決
定
権
は
裁
判
所
に
付
与
さ
れ
、
宣
言
判
決
ま
た
は
そ
の
後
の

判
決
に
よ
り
支
払
停
止
が
決
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
慎
重
を
期
し
て
、
特
に
決
定
が
な
け
れ
ば
、
破
産
宣
言
判
決
の
日
が
支
払
停
止
の

日
に
な
る
と
さ
れ
た
。
更
に
、
支
払
停
止
の
事
実
は
善
意
有
償
で
取
引
し
た
第
三
者
に
対
し
て
は
効
果
を
及
ぼ
さ
な
い
事
と
な
っ
（
（7
（

た
。

　

国
璽
尚
書Persil

は
新
政
府
草
案
を
貴
族
院
に
付
託
す
る
際
、
草
案
の
提
案
趣
旨
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
支
払
停
止
に

よ
り
破
産
が
潜
在
的
に
は
存
在
す
る
が
、
ま
だ
破
産
が
宣
言
さ
れ
て
い
な
い
時
期
に
し
た
全
て
の
行
為
に
、
破
産
を
規
律
す
る
一
般
的
か
つ

絶
対
的
な
規
律
を
及
ぼ
す
こ
と
は
非
常
に
難
し
い
。
な
ぜ
な
ら
、
破
産
開
始
、
そ
れ
に
伴
う
破
産
者
の
管
理
処
分
権
喪
失
を
、
債
務
者
が
事

実
上
自
己
の
財
産
に
関
す
る
処
分
権
を
有
し
て
お
り
、
明
ら
か
に
営
業
し
て
い
る
時
期
に
ま
で
遡
及
さ
せ
る
べ
き
で
な
く
、
ま
た
、
類
似
の
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状
況
で
破
産
者
と
取
引
し
た
全
て
の
行
為
を
詐
害
行
為
の
法
律
上
の
推
定
で
た
た
く
こ
と
は
正
当
で
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
政
府
は
、

厳
格
な
規
律
を
認
め
な
い
代
議
院
及
び
貴
族
院
の
考
え
に
賛
同
し
た
。
し
か
し
、
破
産
を
遡
及
さ
せ
る
規
律
を
完
全
に
廃
止
す
べ
き
か
ど
う

か
は
別
問
題
で
あ
る
。
そ
の
規
律
は
、
な
お
重
要
か
つ
必
要
な
効
果
と
関
係
す
る
か
ら
、
法
で
維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
債
務
者
の
支

払
停
止
を
知
ら
ず
に
し
た
有
償
行
為
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、他
方
で
同
情
す
る
こ
と
な
く
、そ
の
時
期
に
他
の
債
権
者
を
害
し
て
、

債
務
者
が
債
権
者
の
共
同
担
保
と
な
る
べ
き
財
産
を
無
償
譲
渡
す
る
行
為
を
無
効
と
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
は
無
償
取
引
及
び
そ
れ
と
同

等
行
為
、
す
な
わ
ち
期
限
前
弁
済
、
対
価
と
な
る
べ
き
金
銭
の
供
与
の
な
い
抵
当
権
設
定
、
債
権
者
団
を
害
し
て
従
前
の
債
権
者
を
利
す
る

よ
う
な
他
の
行
為
で
あ
る
。
破
産
宣
言
判
決
前
に
債
務
者
と
し
た
有
償
行
為
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
を
無
効
に
す
る
た
め
に
は
、
支
払
停
止
を

知
っ
て
し
た
と
の
個
別
の
立
証
が
必
要
と
な
（
（7
（

る
。

２　

一
八
三
八
年
法
無
効
規
定
立
法
過
程
に
お
け
る
議
論
─
先
取
特
権
及
び
抵
当
権
登
記
の
帰
趨
─

　

登
記
に
関
し
て
は
、
一
八
〇
七
年
法
で
は
破
産
開
始
前
一
〇
日
内
に
さ
れ
た
登
記
は
民
法
二
一
四
六
条
で
無
効
と
な
っ
た
。
ま
た
、
恐
ら

く
は
そ
の
意
味
を
誤
っ
て
理
解
さ
れ
て
い
た
民
法
典
二
一
三
四
条
を
民
法
典
二
一
四
六
条
と
組
み
合
わ
せ
て
、
商
法
典
四
四
三
条
は
、
登
記

が
破
産
開
始
前
一
〇
日
内
に
遅
れ
て
さ
れ
れ
ば
、
そ
の
前
に
有
効
に
設
定
さ
れ
た
抵
当
権
も
、
登
記
取
得
の
詐
害
性
推
定
故
に
無
効
と
解
釈

さ
れ
た
。
結
局
、
破
産
開
始
及
び
そ
の
一
〇
日
前
以
降
に
登
記
す
れ
ば
、
登
記
に
服
す
る
抵
当
権
、
先
取
特
権
の
権
利
自
体
を
、
例
え
そ
れ

ら
が
破
産
開
始
前
一
〇
日
よ
り
も
更
に
前
に
設
定
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
全
て
無
効
と
し
て
お
り
、
そ
の
厳
し
さ
の
是
非
が
他
の
行
為
と
同

様
に
問
題
と
な
っ
て
い
（
（7
（

た
。
そ
こ
で
、
政
府
は
当
初
か
ら
、
民
法
二
一
四
六
条
を
参
照
し
な
い
よ
う
に
、
支
払
停
止
及
び
そ
の
一
〇
日
前
以

降
破
産
宣
言
判
決
ま
で
、「
抵
当
権
は
、
そ
れ
が
既
に
設
定
さ
れ
て
い
た
と
き
は
、
そ
の
期
間
内
有
効
に
登
記
し
う
る
。」
と
の
法
文
を
含
む

草
案
を
代
議
院
に
対
し
て
提
示
し
て
い
（
（7
（

た
。
そ
の
背
後
に
は
、
登
記
の
効
果
は
あ
く
ま
で
順
位
取
得
に
必
要
な
も
の
で
あ
っ
て
、
権
利
取
得
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の
た
め
の
効
力
要
件
で
は
な
い
と
し
て
、
一
八
〇
七
年
法
起
草
の
際
に
登
記
の
意
義
を
誤
っ
て
理
解
し
た
こ
と
か
ら
導
か
れ
る
帰
結
を
修
正

す
る
意
図
も
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
（
（7
（

る
。

　

し
か
し
、
法
案
採
決
直
前
、
代
議
院
第
二
審
議
に
お
い
て
新
た
な
観
点
か
ら
破
産
前
に
取
得
さ
れ
る
登
記
の
有
効
性
に
関
す
る
修
正
が
主

張
さ
れ
た
。
修
正
案
はLebeuf, Gaillard-K

erbertin, Sévin-M
areau

が
提
出
し
た
以
下
の
案
で
あ
（
（7
（

る
。

　

第
四
四
八
条
修
正
案
そ
の
一
（Lebeuf

）

　
《
先
取
特
権
及
び
抵
当
権
は
、
有
効
に
取
得
し
て
も
、
そ
の
効
力
を
生
ず
る
た
め
支
払
停
止
前
一
〇
日
よ
り
前
に
登
記
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。》

　

第
四
四
八
条
修
正
案
そ
の
二
（Gaillard-K
erbertin

）

　
《
先
取
特
権
及
び
抵
当
権
は
、
有
効
に
取
得
し
て
も
、
そ
の
効
力
を
生
ず
る
た
め
支
払
停
止
前
一
〇
日
よ
り
前
に
登
記
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　

登
記
期
間
は
設
定
か
ら
八
日
を
超
え
な
い
、
こ
の
期
間
は
権
利
を
取
得
し
た
地
と
財
産
の
所
在
地
の
距
離
三
〇
キ
ロ
に
一
日
を
追
加

す
る
。》

　

第
四
四
八
条
修
正
案
そ
の
三
（Sévin-M

areau

）

　
《
有
効
に
取
得
し
た
抵
当
権
及
び
先
取
特
権
は
、
破
産
宣
言
判
決
の
日
ま
で
有
効
に
登
記
で
き
る
。

　

登
記
は
次
の
と
き
効
力
を
有
し
な
い
。

　

１　

登
記
時
債
権
者
が
債
務
者
の
支
払
停
止
を
知
っ
て
い
た
と
き
。
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２�　

抵
当
権
及
び
先
取
特
権
設
定
行
為
の
日
と
登
記
取
得
日
の
間
に
一
〇
日
以
上
の
期
間
が
経
過
し
た
と
き
。
こ
の
期
間
は
行
為
地

と
登
記
地
と
の
距
離
五
〇
キ
ロ
に
つ
き
一
日
を
追
加
す
る
。》

　

こ
れ
ら
修
正
の
主
眼
は
代
議
院
で
の
報
告
者
で
あ
るQ

uenault

の
次
の
主
張
に
凝
縮
さ
れ
て
い
る
。

　
《
す
で
に
採
択
さ
れ
た
四
四
六
条
及
び
四
四
七
条
に
お
い
て
、
議
会
は
詐
害
行
為
及
び
債
権
者
団
に
対
す
る
損
害
の
様
相
を
呈
す
る

性
質
を
有
す
る
こ
と
を
理
由
に
、
無
効
と
宣
言
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
行
為
と
、
善
意
で
債
権
者
団
に
害
が
な
い
形
で
さ
れ
有
効

と
宣
言
さ
れ
得
る
行
為
と
の
間
に
境
界
線
を
引
い
た
。
第
三
者
に
対
す
る
効
果
を
有
す
る
た
め
に
、
公
示
を
付
与
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
抵
当
権
登
記
の
よ
う
な
補
完
を
要
求
す
る
と
き
、
な
お
そ
の
登
記
の
遅
れ
は
一
定
の
詐
害
行
為
の
手
段
（le m

oyen de 

certaines fraudes

）
と
な
り
得
る
。
実
際
、
登
記
が
遅
れ
て
さ
れ
れ
ば
、
商
人
た
る
債
務
者
に
見
せ
か
け
の
信
用
を
与
え
る
手
段
と

な
る
と
皆
考
え
て
い
る
し
、
そ
れ
は
、
債
務
者
の
真
の
状
況
に
関
し
て
第
三
者
に
誤
ら
せ
る
可
能
性
が
あ
る
。
従
っ
て
、
抵
当
権
の
公

示
に
関
し
て
、
破
産
宣
言
判
決
の
前
日
、
ま
さ
に
そ
の
日
ま
で
貸
主
に
登
記
を
遅
ら
せ
る
と
い
っ
た
親
切
に
よ
り
見
せ
か
け
の
信
用
を

維
持
す
る
よ
う
な
こ
と
を
債
務
者
に
許
さ
な
い
よ
う
な
特
別
な
規
定
を
付
け
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
た
。
破
産
が
近
い
債
務

者
財
産
上
に
登
記
を
取
得
す
る
権
限
を
制
限
す
る
必
要
性
に
気
付
い
た
。
そ
れ
が
提
案
さ
れ
て
い
た
数
々
の
修
正
の
目
的
で
あ
（
（7
（

る
。》

　

修
正
案
提
出
後
、委
員
の
間
で
激
し
い
議
論
が
さ
れ
た
。
登
記
の
無
効
規
定
挿
入
を
主
張
す
る
者
が
挙
げ
た
理
由
は
、次
の
通
り
で
あ
る
。

当
時
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
商
慣
習
に
よ
れ
ば
、
抵
当
権
設
定
を
伴
う
融
資
は
通
常
商
取
引
で
一
般
的
に
用
い
ら
れ
る
融
資
方
法
と
さ
れ
て

お
ら
ず
、
そ
の
よ
う
な
取
引
自
体
が
借
主
が
信
用
を
欠
い
て
い
る
こ
と
の
証
拠
に
な
っ
て
い
た
。
ま
た
抵
当
権
設
定
の
無
い
財
産
を
有
し
て
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い
な
い
債
務
者
は
商
事
的
な
判
断
に
よ
れ
ば
、
も
は
や
財
産
を
有
し
て
い
な
い
と
同
様
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
時
代
背

景
の
下
で
、
当
時
抵
当
権
設
定
は
秘
密
に
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
を
許
せ
ば
債
務
者
の
真
の
財
務
状
況
に
つ
き
第
三
者
を
誤
ら
せ
、

詐
害
行
為
の
手
段
と
し
て
利
用
さ
れ
う
る
。
従
っ
て
、
抵
当
権
は
公
示
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
他
方
で
、
登
記
の
無
効
規
定
挿
入
に
反

対
す
る
立
場
は
、
登
記
を
遅
ら
せ
て
善
意
の
第
三
者
の
信
頼
が
害
さ
れ
る
場
合
は
非
常
に
稀
で
例
外
的
事
例
で
あ
る
こ
と
、
仮
に
信
頼
が
害

さ
れ
る
場
合
が
債
権
者
債
務
者
間
の
共
謀
に
基
づ
く
詐
害
行
為
の
一
場
合
で
あ
る
な
ら
ば
、
詐
害
行
為
の
一
般
法
理
の
適
用
で
問
題
は
解
決

し
、
登
記
を
無
効
と
す
る
必
要
は
な
い
こ
と
、
を
主
張
し
（
（8
（

た
。
最
後
の
点
に
対
し
て
は
、
登
記
の
無
効
規
定
挿
入
を
主
張
す
る
論
者
か
ら
、

防
止
す
べ
き
は
共
謀
に
基
づ
く
詐
害
行
為
が
伴
う
場
合
の
み
な
ら
ず
、
過
失
に
よ
る
も
の
で
は
あ
る
が
許
し
難
い
怠
慢
に
よ
り
登
記
が
さ
れ

な
か
っ
た
場
合
に
も
他
の
債
権
者
の
信
頼
は
保
護
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
必
ず
し
も
全
て
遅
れ
た
登
記
が
詐
害
行
為
の
一
般
法
理
の
適
用

対
象
と
な
る
訳
で
は
な
い
と
の
反
論
が
な
さ
れ
て
い
（
（8
（

る
。

　

結
局
採
択
さ
れ
た
法
文
は
破
産
直
前
の
登
記
取
得
に
つ
い
て
賛
成
説
と
反
対
説
を
折
衷
し
た
形
で
、
第
一
文
で
破
産
宣
言
判
決
ま
で
登
記

で
き
、
二
項
三
項
で
所
定
の
場
合
に
は
裁
判
所
が
登
記
の
無
効
を
宣
言
で
き
る
旨
の
規
定
に
な
っ
た
。
第
一
項
で
破
産
宣
言
判
決
ま
で
登
記

で
き
る
旨
定
め
た
の
は
、
四
四
六
条
四
四
七
条
に
よ
り
、
債
務
者
の
支
払
停
止
後
で
あ
っ
て
も
破
産
判
決
前
ま
で
、
債
務
者
に
貸
付
し
た
上

で
こ
れ
と
引
き
換
え
に
抵
当
権
を
設
定
し
た
時
は
抵
当
権
を
有
効
に
取
得
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
た
（
（8
（

め
、
抵
当
権
自
体
を
取
得
で
き
る
の
に

登
記
は
取
得
で
き
な
い
事
態
が
生
ず
る
の
を
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
（
（8
（

る
。

３　

一
八
三
八
年
商
法
（
（8
（

典

　

第
四
三
七
条
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《
全
て
支
払
を
停
止
し
た
商
人
は
破
産
状
態
に
あ
る
も
の
と
す
る
。

　

商
人
が
支
払
停
止
の
状
態
で
死
亡
し
た
と
き
は
、
商
人
の
破
産
は
そ
の
死
亡
後
に
宣
言
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

破
産
宣
言
判
決
は
、
職
権
ま
た
は
債
権
者
の
申
立
て
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
死
亡
か
ら
一
年
以
内
で
な
け
れ
ば
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
。》

　

第
四
四
三
条

　
《
破
産
宣
言
判
決
は
そ
の
判
決
の
日
か
ら
、
破
産
者
の
全
て
の
財
産
の
管
理
処
分
権
を
奪
う
。
破
産
の
状
態
に
あ
る
間
に
破
産
者
が

取
得
し
た
財
産
に
つ
き
ま
た
同
じ
。

　

判
決
の
日
か
ら
、
動
産
不
動
産
を
問
わ
ず
全
て
訴
権
は
管
財
人
に
対
し
て
追
行
し
、
提
起
す
る
。

　

動
産
不
動
産
を
問
わ
ず
、
全
て
強
制
執
行
に
つ
い
て
も
ま
た
同
じ
。

　

裁
判
所
は
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
破
産
者
を
訴
訟
参
加
人
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。》

　

第
四
四
六
条

　
《
次
の
行
為
は
、裁
判
所
が
支
払
停
止
と
決
め
た
時
期
の
後
、ま
た
は
そ
の
時
よ
り
前
一
〇
日
内
に
債
務
者
に
よ
っ
て
さ
れ
た
と
き
は
、

債
権
者
団
に
対
し
て
無
効
と
す
る
。

　

動
産
不
動
産
を
問
わ
ず
、
無
償
で
所
有
権
を
移
転
す
る
全
て
の
行
為
。

　

弁
済
期
の
到
来
し
て
い
な
い
債
務
に
対
し
て
は
、
金
銭
、
譲
渡
、
売
買
、
相
殺
ま
た
は
他
の
方
法
に
よ
る
全
て
の
弁
済
。
弁
済
期
の

到
来
し
て
い
る
債
務
に
対
し
て
は
、
金
銭
ま
た
は
商
業
証
券
以
外
の
方
法
に
よ
る
全
て
の
弁
済
。

　

既
存
の
債
務
に
つ
い
て
債
務
者
の
財
産
上
に
設
定
さ
れ
た
約
定
ま
た
は
裁
判
上
の
全
て
の
抵
当
権
、全
て
の
不
動
産
質
権
及
び
質
権
。》
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第
四
四
七
条

　
《
債
務
者
の
支
払
停
止
後
破
産
宣
言
判
決
前
に
弁
済
期
の
到
来
し
た
債
務
に
対
し
て
債
務
者
が
し
た
他
の
方
法
に
よ
る
弁
済
、
及
び

債
務
者
が
し
た
他
の
有
償
行
為
は
、
債
務
者
か
ら
受
領
し
債
務
者
と
取
引
し
た
者
が
債
務
者
の
支
払
停
止
を
知
っ
て
し
た
と
き
は
、
無

効
と
さ
れ
う
る
。》

　

第
四
四
八
条

　
《
有
効
に
取
得
し
た
抵
当
権
及
び
先
取
特
権
は
破
産
宣
告
判
決
の
日
ま
で
登
記
で
き
る
。

　

支
払
停
止
の
後
又
は
そ
の
前
一
〇
日
内
に
し
た
登
記
で
あ
っ
て
、
抵
当
権
又
は
先
取
特
権
設
定
の
日
と
登
記
の
日
が
一
五
日
以
上
経

過
し
た
と
き
は
、
無
効
を
宣
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
期
間
は
抵
当
権
取
得
地
と
登
記
地
と
の
距
離
五
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
付
き
一
日
を
加
え
る
。》

　

第
四
四
九
条

　
《
為
替
手
形
に
対
し
、
支
払
停
止
と
決
め
ら
れ
た
時
か
ら
破
産
宣
言
判
決
ま
で
の
間
に
支
払
い
が
さ
れ
た
と
き
、
返
還
の
訴
え
は
手

形
受
取
人
に
対
し
て
の
み
提
起
で
き
る
。

　

約
束
手
形
に
つ
い
て
は
、
返
還
の
訴
え
は
第
一
裏
書
人
に
対
し
て
の
み
行
使
で
き
る
。

　

い
ず
れ
の
場
合
も
、
返
還
請
求
を
受
け
る
者
が
振
出
し
の
時
に
支
払
停
止
の
事
実
を
知
っ
て
い
た
こ
と
を
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。》

４　

一
八
三
八
年
商
法
典
に
お
け
る
疑
わ
し
き
期
間
無
効
シ
ス
テ
ム
と
そ
の
根
拠
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破
産
宣
言
判
決
前
後
に
破
産
者
が
し
た
行
為
の
無
効
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、議
論
を
経
て
成
立
し
た
法
を
要
約
す
れ
ば
、次
の
通
り
と
な
る
。

　

破
産
宣
言
判
決
後
、
債
務
者
は
そ
の
財
産
に
対
す
る
管
理
処
分
権
を
当
然
喪
失
す
る
（
四
四
三
条
一
文
）。

　

支
払
停
止
後
破
産
宣
言
判
決
ま
で
債
務
者
が
し
た
行
為
は
以
下
の
規
律
に
従
う
（
疑
わ
し
き
期
間
無
効
）。
尚
支
払
停
止
は
債
務
者
の
一

定
の
外
部
的
徴
憑
に
依
存
す
る
こ
と
な
く
、
裁
判
所
が
状
況
を
調
査
の
上
決
す
る
。

　

①�　

限
定
列
挙
さ
れ
た
一
定
の
行
為
に
つ
い
て
は
、
そ
の
行
為
の
詐
害
行
為
と
し
て
の
蓋
然
性
の
強
さ
故
に
法
律
上
当
然
無
効
と
な
り
、

支
払
停
止
前
一
〇
日
（
（8
（

内
に
さ
れ
た
行
為
に
も
無
効
が
適
用
さ
れ
（
（8
（

る
（
四
四
六
条
）。

　

②�　

①
で
限
定
列
挙
さ
れ
る
行
為
、
ま
た
③
の
行
為
を
除
き
、
債
務
者
の
支
払
停
止
の
状
態
を
取
引
の
相
手
方
が
知
り
つ
つ
し
た
時
は
無

効
と
さ
れ
う
る
（
四
四
七
条
）。

　

③�　

抵
当
権
又
は
先
取
特
権
設
定
日
か
ら
原
則
と
し
て
一
五
日
以
上
経
過
し
た
後
の
登
記
は
、
無
効
と
さ
れ
う
る
。
支
払
停
止
前
一
〇
日

内
に
さ
れ
た
登
記
に
も
無
効
が
適
用
さ
れ
う
る
（
四
四
八
条
二
項
）。

　

尚
、
疑
わ
し
き
期
間
前
の
行
為
に
は
民
法
上
の
詐
害
行
為
取
消
訴
権
の
適
用
が
あ
る
（
民
法
典
一
一
六
七
条
）。

　

破
産
宣
言
判
決
前
後
に
破
産
者
が
し
た
行
為
を
無
効
と
す
る
シ
ス
テ
ム
、
疑
わ
し
き
期
間
無
効
の
シ
ス
テ
ム
が
必
要
と
さ
れ
る
根
拠
を
説

明
す
る
も
の
と
し
て
、M
assé

の
解
説
が
わ
か
り
や
す
い
。M

assé
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
（
（8
（

る
。

　

一
八
三
八
年
法
で
は
も
は
や
旧
法
と
は
異
な
っ
て
、
債
務
者
が
自
己
の
保
有
す
る
財
産
の
管
理
処
分
権
を
喪
失
す
る
の
は
、
破
産
宣
言
判

決
の
日
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
宣
言
判
決
前
は
債
務
者
が
自
己
の
財
産
管
理
を
把
握
す
る
の
を
妨
げ
る
も
の
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
し
か

し
、債
務
者
が
破
産
を
基
礎
づ
け
る
支
払
停
止
の
状
態
に
陥
れ
ば
、債
務
者
は
通
常
の
状
態
に
な
い
と
理
解
さ
れ
る
。
支
払
停
止
の
事
実
は
、

考
慮
し
な
い
こ
と
が
で
き
な
い
事
実
で
あ
り
、
支
払
停
止
の
影
響
下
で
合
意
し
て
い
た
行
為
の
効
力
に
対
し
て
決
定
的
な
影
響
を
与
え
る
。
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支
払
停
止
の
事
実
は
完
全
に
新
し
い
影
響
力
と
効
果
を
一
般
法
原
則
に
与
え
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
、
破
産
に
関
す
る
特
別
原
則
と
の
組

み
合
わ
せ
に
よ
り
、
完
全
に
例
外
的
な
事
項
に
関
し
て
特
別
の
効
果
を
生
み
出
す
。
一
般
法
の
原
則
は
、
債
権
者
に
、
自
身
の
権
利
を
害
し

て
債
務
者
が
し
た
行
為
を
無
効
に
す
る
こ
と
を
許
す
。
特
別
の
原
則
は
、
破
産
者
の
全
て
の
債
権
者
を
平
等
に
置
き
、
債
権
者
の
内
の
一
人

が
他
の
債
権
者
の
地
位
を
害
し
て
よ
り
良
い
地
位
を
得
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
す
る
原
則
で
あ
る
。
そ
れ
ら
二
つ
の
原
則
の
組
み
合
わ
せ
に

よ
り
、
支
払
停
止
後
に
さ
れ
た
全
て
の
行
為
が
債
権
者
団
と
の
関
係
で
債
権
者
の
権
利
を
害
す
る
と
き
、
ま
た
平
等
を
免
れ
よ
う
と
す
る
と

き
、
無
効
と
な
る
。
そ
し
て
、
詐
害
行
為
は
場
合
に
よ
り
、
そ
の
平
等
を
免
れ
る
意
図
だ
け
に
よ
っ
て
も
生
じ
う
る
。

　

T
haller

は
、
疑
わ
し
き
期
間
無
効
シ
ス
テ
ム
の
意
義
を
次
の
よ
う
に
説
明
す
（
（8
（

る
。

　

単
な
る
債
権
者
間
の
平
等
違
反
あ
る
い
は
契
約
の
相
手
方
の
軽
率
さ
以
上
の
何
か
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
本
質
的
な
詐
害
行
為
に
つ

い
て
は
、
四
四
六
条
以
下
の
法
文
に
よ
ら
な
く
と
も
、
詐
害
行
為
の
立
証
に
服
す
る
民
法
上
の
詐
害
行
為
取
消
訴
権
で
足
り
る
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
破
産
直
前
に
商
人
が
す
る
行
為
は
詐
害
行
為
の
特
徴
を
欠
く
。
こ
の
際
破
産
者
に
向
け
ら
れ
る
非
難
は
、
取
引
に
冷
静
さ
を
失
い

思
慮
に
欠
け
る
行
為
を
し
た
こ
と
で
あ
り
、
第
三
者
に
向
け
ら
れ
る
非
難
は
集
団
の
利
益
以
上
に
個
人
の
利
益
を
優
先
す
る
こ
と
や
債
務
者

の
軽
率
な
取
引
に
協
力
し
た
こ
と
に
つ
い
て
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
民
法
典
上
の
詐
害
行
為
と
は
異
な
り
、
平
等
法
違
反
行
為
で
あ
る
。
こ
の

場
合
、
民
法
典
上
の
詐
害
行
為
取
消
訴
権
を
行
使
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
破
産
が
平
等
主
義
的
社
会
主
義
的
財
産
清
算
制
度
で

あ
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
清
算
の
利
益
や
、
配
当
を
よ
り
多
く
す
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
債
務
者
が
破
産
前
に
し
て
い
た
取
引
の
効
果
を

再
検
討
で
き
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
詐
害
行
為
取
消
訴
権
と
は
異
な
る
無
効
の
特
別
の
シ
ス
テ
ム
を
設
け
る
必
要
性
は
、
民
事

及
び
商
事
に
関
す
る
執
行
権
概
念
の
奥
行
の
差
に
起
因
す
る
。

　

ま
た
、Bravard

は
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
（
（8
（

た
。

　

民
事
取
引
と
商
事
取
引
で
は
次
の
よ
う
な
差
異
が
認
め
ら
れ
る
。
第
一
に
、
物
的
担
保
取
得
の
可
能
性
。
民
事
取
引
で
は
弁
済
不
能
の
リ
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ス
ク
を
担
保
取
得
に
よ
り
回
避
で
き
る
が
、
商
事
取
引
の
迅
速
性
は
担
保
取
得
の
余
地
を
許
さ
ず
、
債
務
者
の
誠
実
さ
に
従
う
事
を
要
求
さ

れ
る
。
第
二
に
、債
権
者
と
債
務
者
居
住
地
の
距
離
。
民
事
取
引
で
は
債
権
者
債
務
者
間
の
居
住
地
が
近
く
、取
引
関
係
が
長
期
間
に
及
び
、

債
務
者
の
財
務
状
態
に
対
す
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
容
易
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
商
事
取
引
で
は
債
権
者
債
務
者
間
の
居
住
地
が
遠
く
、
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
が
困
難
で
、
詐
害
行
為
が
さ
れ
た
と
し
て
も
、
立
証
が
難
し
い
。
第
三
に
、
取
引
の
性
質
。
民
事
取
引
で
は
取
引
数
も
債
権
者
数

も
多
く
な
い
が
、
商
事
取
引
は
取
引
数
も
債
権
者
数
も
多
い
か
ら
、
無
効
に
訴
訟
が
必
要
と
な
れ
ば
、
訴
訟
数
、
費
用
負
担
共
に
増
え
る
。

　

民
事
取
引
と
商
事
取
引
の
債
権
者
間
に
は
以
上
の
よ
う
な
地
位
の
違
い
が
あ
る
の
で
、
支
払
を
停
止
し
た
商
人
の
債
権
者
の
利
益
へ
の
配

慮
が
必
要
と
な
り
、債
権
者
間
の
平
等
の
原
則
を
認
め
る
。
そ
の
結
果
、そ
れ
が
さ
れ
れ
ば
当
然
無
効
と
な
る
一
定
の
行
為
以
外
の
行
為
は
、

支
払
停
止
後
に
債
権
者
平
等
原
則
に
対
す
る
違
反
行
為
が
故
意
に
さ
れ
た
と
き
は
、
無
効
と
し
得
る
。
債
務
者
自
身
自
己
の
支
払
停
止
を
知

ら
な
い
こ
と
は
あ
り
え
な
い
か
ら
、
債
務
者
と
の
関
係
に
お
い
て
債
務
者
悪
意
の
あ
ら
ゆ
る
立
証
が
免
除
さ
れ
る
。

　

以
上
の
い
ず
れ
の
論
者
も
、
論
者
に
よ
り
そ
の
根
拠
を
補
足
す
る
理
由
付
け
は
多
様
で
あ
る
が
、
論
理
的
に
は
債
務
者
の
支
払
停
止
の
効

力
と
し
て
、
支
払
停
止
後
（
あ
る
い
は
一
定
の
行
為
の
場
合
に
は
そ
の
前
一
〇
日
以
降
）
は
債
権
者
間
で
強
度
の
平
等
原
則
が
働
く
と
述
べ

る
。
そ
の
原
則
が
適
用
さ
れ
る
結
果
、
詐
害
行
為
の
蓋
然
性
が
高
い
一
定
の
行
為
に
つ
い
て
は
詐
害
行
為
の
立
証
を
要
す
る
こ
と
な
く
そ
の

行
為
を
法
律
上
当
然
無
効
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
民
法
上
の
詐
害
行
為
と
は
言
え
な
い
行
為
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
破
産
宣
言
判

決
前
に
さ
れ
た
と
し
て
も
、
債
務
者
支
払
停
止
に
つ
き
悪
意
で
し
た
と
立
証
さ
れ
た
時
に
債
権
者
平
等
原
則
に
違
反
す
る
詐
害
行
為
と
評
価

さ
れ
、
無
効
と
さ
れ
う
る
こ
と
が
正
当
化
さ
れ
る
。

５　

一
八
三
八
年
商
法
典
四
四
八
条
二
項
三
項
の
無
効
シ
ス
テ
ム
と
そ
の
根
拠

　

起
草
者
の
解
説
及
び
議
会
で
の
議
論
に
よ
れ
ば
、
四
四
八
条
二
項
三
項
の
制
度
趣
旨
は
次
の
通
り
で
あ
（
（9
（

る
。
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債
務
者
が
信
用
を
維
持
す
る
た
め
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
必
要
と
す
る
時
に
、
そ
の
不
動
産
に
一
種
の
禁
止
を
課
し
て
債
務
者
の
経
済
状
態
を

立
て
直
す
た
め
残
さ
れ
た
唯
一
の
手
段
を
奪
う
べ
き
で
な
い
。
そ
の
結
果
、支
払
停
止
後
も
破
産
宣
言
判
決
ま
で
抵
当
権
を
有
効
に
設
定
し
、

登
記
で
き
る
と
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
た
。
し
か
し
、
登
記
を
理
由
な
く
破
産
宣
言
判
決
直
前
ま
で
遅
ら
せ
れ
ば
、
債
務
者
に
本
来
は
有
し
て

い
な
い
見
せ
か
け
の
信
用
を
与
え
、
こ
れ
か
ら
与
信
を
し
よ
う
と
す
る
者
に
、
債
務
者
の
支
払
能
力
に
つ
い
て
誤
っ
た
情
報
を
与
え
る
。
そ

し
て
、
通
常
登
記
が
権
利
設
定
か
ら
一
五
日
を
超
え
て
破
産
直
前
に
さ
れ
る
と
き
は
、
債
権
者
債
務
者
の
通
謀
に
よ
る
か
、
債
権
者
の
看
過

し
が
た
い
懈
怠
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
不
可
抗
力
や
偶
発
的
事
情
に
よ
り
登
記
が
遅
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
既
に
権
利
を
取
得
し
て

い
た
が
破
産
宣
言
判
決
直
前
に
登
記
を
取
得
し
た
者
と
、
そ
の
他
の
債
権
者
の
利
益
を
調
整
す
る
観
点
か
ら
は
、
こ
れ
ら
の
登
記
が
遅
れ
た

や
む
を
得
な
い
事
情
が
存
在
す
る
と
き
は
無
効
の
対
象
外
と
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
事
情
が
存
す
る
と
き
は
無
効
の

対
象
外
と
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
存
否
判
断
は
裁
判
官
の
独
立
の
評
価
権
に
服
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。

　

起
草
者
が
述
べ
る
と
こ
ろ
の
趣
旨
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
規
定
の
立
法
趣
旨
は
、
抵
当
権
者
、
先
取
特
権
者
の
、
権
利
登
記
を
控
え
る
と
い

う
不
作
為
に
よ
る
、
潜
在
的
債
権
者
に
対
す
る
詐
害
行
為
（fraude

）
防
止
で
あ
る
。

　

Bédarride

は
四
四
八
条
二
項
三
項
の
無
効
の
性
質
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
説
明
す
（
（9
（

る
。

　

有
効
な
抵
当
権
を
得
て
い
た
債
権
者
が
設
定
行
為
の
日
か
ら
一
五
日
を
超
え
て
し
か
登
記
を
し
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
に
も
詐
害
行
為
が

推
定
さ
れ
る
。
四
四
八
条
の
立
法
時
の
議
論
で
、
四
四
八
条
で
濫
用
を
た
た
き
、
濫
用
に
対
し
て
商
業
界
は
異
議
を
述
べ
続
け
る
と
い
う
こ

と
を
学
ん
だ
。
あ
る
商
人
が
そ
の
財
産
上
に
抵
当
権
を
設
定
す
る
義
務
を
負
っ
て
い
る
が
い
か
な
る
信
用
棄
損
も
受
け
た
く
な
い
と
き
抵
当

権
を
公
示
せ
ず
、
支
払
不
能
状
態
が
到
来
し
た
時
に
登
記
を
す
る
こ
と
で
外
観
上
は
存
在
し
て
い
た
財
産
を
消
し
去
る
。
立
法
者
の
目
的
は

有
効
に
設
定
さ
れ
た
抵
当
権
の
登
記
期
間
を
非
常
に
短
い
期
間
し
か
認
め
な
い
こ
と
で
濫
用
を
消
滅
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の

期
間
が
経
過
す
れ
ば
す
ぐ
に
詐
害
行
為
の
存
在
が
推
定
さ
れ
る
。
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し
か
し
、
そ
の
推
定
は
反
証
を
排
除
し
な
い
。
登
記
の
欠
缺
が
現
実
の
障
害
に
由
来
す
る
、
あ
る
い
は
不
可
抗
力
に
起
因
す
る
こ
と
も
あ

り
得
る
。
そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
登
記
の
遅
れ
は
、
債
権
者
の
責
任
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
こ
れ
を
罰
す
る
こ
と
は
不
公
正
で
あ

る
。
従
っ
て
、
そ
れ
ら
の
内
の
一
つ
が
証
明
さ
れ
れ
ば
、
法
の
厳
格
さ
が
緩
和
さ
れ
る
。
期
間
は
距
離
に
応
じ
て
増
加
す
る
が
、
四
四
八
条

が
設
定
か
ら
一
五
日
が
経
過
し
て
得
た
登
記
を
無
効
と
し
う
る
と
述
べ
た
に
と
ど
ま
る
こ
と
の
意
味
は
そ
こ
に
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
四
四
八
条
二
項
三
項
の
無
効
と
、
四
四
六
条
、
四
四
七
条
の
無
効
と
の
関
係
に
つ
い
て
、Bravard

は
次
の
よ
う
に
説
明

す
（
（9
（

る
。

　

四
四
八
条
二
項
三
項
の
無
効
の
性
質
は
何
か
。
登
記
の
無
効
は
裁
判
官
の
裁
量
に
依
拠
し
て
お
り
四
四
六
条
の
よ
う
な
当
然
無
効
で
は
な

い
。
ま
た
、
債
務
者
の
行
為
、
契
約
で
あ
る
こ
と
を
予
定
し
、
第
三
者
の
悪
意
の
立
証
に
服
す
る
四
四
七
条
の
無
効
と
も
異
な
る
。
こ
こ
で

の
無
効
は
、
登
記
を
得
た
時
に
債
権
者
が
債
務
者
の
支
払
停
止
を
知
っ
て
い
た
か
ど
う
か
と
は
無
関
係
で
あ
る
。
無
効
と
す
る
か
ど
う
か
は

債
権
者
の
懈
怠
、
手
続
の
充
足
の
遅
延
、
と
い
っ
た
別
の
事
情
に
依
拠
し
て
お
り
、
ま
た
判
事
は
、
事
情
に
よ
り
登
記
の
遅
れ
が
正
当
化
さ

れ
る
と
き
は
登
記
を
有
効
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
たT

haller

、Percerou

も
次
の
よ
う
に
述
べ
（
（9
（

る
。

　

登
記
の
無
効
は
、
既
存
の
分
類
に
属
さ
な
い
性
質
（caractère sui generis

）
を
有
し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
無
効
は
裁
量
的
で
し
か

な
い
か
ら
、
無
効
が
義
務
的
で
あ
る
四
四
六
条
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
登
記
は
債
権
者
が
登
記
時
に
債
務
者
の
支
払
停
止
を
知
ら
な

く
と
も
、
そ
し
て
支
払
停
止
前
で
あ
っ
て
も
一
〇
日
前
で
あ
れ
ば
無
効
と
な
り
う
る
か
ら
、
四
四
七
条
と
も
異
な
る
。
し
か
し
四
四
六
条
、

四
四
七
条
と
は
、
そ
れ
が
商
事
裁
判
所
で
の
み
宣
言
さ
れ
う
る
点
で
は
類
似
し
て
い
る
。
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四　

小
括

　

本
節
で
は
、
商
人
が
破
産
前
の
時
期
に
し
た
行
為
を
詐
害
行
為
の
立
証
に
よ
ら
ず
、
い
か
な
る
理
屈
で
行
為
の
無
効
を
導
い
て
き
た
か
、

そ
の
生
成
過
程
を
見
て
き
た
。

　

一
八
〇
七
年
商
法
典
成
立
以
前
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
破
産
を
判
決
に
よ
り
宣
言
す
る
制
度
を
持
た
ず
、
支
払
停
止
が
破
産
を
構
成
す
る
と
理

解
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
支
払
停
止
前
に
破
産
者
が
し
た
一
定
の
行
為
を
無
効
と
す
る
法
は
存
在
し
た
が
、
破
産
者
は
破
産
後
も
自
己
の
財
産

の
管
理
処
分
権
を
保
持
し
続
け
た
。

　

一
八
〇
七
年
商
法
典
は
そ
れ
ら
の
制
度
的
不
備
か
ら
生
じ
る
不
都
合
に
対
応
す
る
た
め
破
産
開
始
を
商
事
裁
判
所
が
宣
言
す
る
こ
と
と

し
、
破
産
開
始
以
降
破
産
者
は
管
理
処
分
権
を
喪
失
す
る
こ
と
と
し
た
。
ま
た
破
産
開
始
以
前
の
債
務
者
の
行
為
に
つ
い
て
は
、
行
為
者
、

行
為
の
性
質
、
状
況
に
応
じ
て
詐
害
行
為
の
推
定
の
程
度
、
推
定
の
対
象
に
差
を
設
け
無
効
と
す
る
制
度
を
導
入
し
た
。
こ
れ
が
後
の
疑
わ

し
き
期
間
無
効
の
源
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
長
年
破
産
の
実
質
を
支
払
停
止
と
と
ら
え
て
き
た
慣
習
に
よ
れ
ば
破
産
開
始
を
支
払
停
止
と
読

ま
ざ
る
を
得
ず
、そ
れ
に
伴
い
破
産
者
の
管
理
処
分
権
喪
失
の
範
囲
が
拡
大
し
、破
産
者
と
取
引
を
し
た
者
に
と
っ
て
過
酷
な
制
度
と
な
っ
た
。

　

一
八
三
八
年
商
法
典
は
、
一
八
〇
七
年
商
法
典
が
も
た
ら
し
た
混
乱
を
収
束
さ
せ
た
。
債
務
者
の
管
理
処
分
権
喪
失
は
破
産
宣
言
判
決
の

効
果
で
あ
り
、
支
払
停
止
後
破
産
宣
言
判
決
ま
で
の
期
間
（
疑
わ
し
き
期
間
）
債
務
者
が
し
た
一
定
の
行
為
の
無
効
は
、
債
務
者
破
産
を
実

質
的
に
構
成
す
る
と
こ
ろ
の
支
払
停
止
の
効
果
と
し
た
。
そ
の
根
拠
は
詐
害
行
為
の
推
定
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
支
払
停
止
と
な
れ
ば
債
務

者
は
事
実
上
破
綻
状
態
に
あ
る
か
ら
、
以
降
債
権
者
平
等
が
強
度
に
要
請
さ
れ
る
。
そ
の
時
か
ら
、
詐
害
行
為
の
蓋
然
性
が
強
い
行
為
は
そ

の
立
証
を
ま
た
ず
法
律
上
当
然
に
無
効
に
な
る
（
一
八
三
八
年
商
法
典
四
四
六
条
）。
ま
た
、
破
産
で
な
け
れ
ば
詐
害
行
為
と
さ
れ
な
い
行

為
に
つ
い
て
も
、
行
為
者
が
債
務
者
の
支
払
停
止
を
知
っ
て
し
た
と
き
は
債
権
者
平
等
違
反
が
詐
害
行
為
を
構
成
し
、
行
為
を
無
効
と
し
う
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（
１
）
一
八
三
四
年
一
二
月
一
日
代
議
院
へ
の
草
案
及
び
理
由
書
提
出
、
そ
の
後
、
数
度
の
草
案
を
経
て
一
八
三
八
年
五
月
一
四
日
最
終
法
案
採
決
。

（
２
）
疑
わ
し
き
期
間
無
効
の
規
定
の
趣
旨
は
、
債
務
者
企
業
の
再
生
を
集
団
的
手
続
の
第
一
目
的
と
し
た
一
九
八
五
年
法
に
よ
り
、
抜
本
的
に
変

更
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
。
疑
わ
し
き
期
間
に
債
務
者
が
し
た
行
為
を
無
効
と
す
る
こ
と
の
目
的
は
、
一
九
八
五
年
法
以
前
は
、
債
権
者
へ
の
配

当
金
を
増
や
す
た
め
債
権
者
保
護
に
あ
る
と
理
解
さ
れ
て
い
た
が
、
一
九
八
五
年
法
以
降
は
、
債
務
者
企
業
再
生
に
向
け
た
資
金
調
達
の
一
手

段
で
あ
る
と
捕
ら
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
疑
わ
し
き
期
間
無
効
の
趣
旨
の
変
更
は
、
そ
の
適
用
範
囲
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
言
わ

れ
る
。
ま
た
、
こ
の
時
一
九
五
五
年
改
正
以
降
対
抗
不
能
（inopposabilité à la m

asse

）
と
さ
れ
て
い
た
効
果
が
、
再
度
無
効
（nullité

）

に
換
え
ら
れ
た
。
こ
の
対
抗
不
能
か
ら
無
効
へ
の
置
換
に
つ
い
て
も
、
疑
わ
し
き
期
間
無
効
の
制
度
趣
旨
が
転
換
し
た
こ
と
か
ら
生
じ
る
新
た

る
こ
と
と
な
っ
た
（
一
八
三
八
年
商
法
典
四
四
七
条
）。

　

以
上
の
歴
史
的
経
緯
に
よ
れ
ば
、疑
わ
し
き
期
間
無
効
制
度
は
、一
方
で
は
無
効
を
基
礎
づ
け
無
効
の
開
始
時
点
に
か
か
わ
る
支
払
停
止
、

ま
た
他
方
で
は
時
間
的
に
疑
わ
し
き
期
間
無
効
制
度
と
隣
接
す
る
破
産
者
の
処
分
権
喪
失
の
生
成
過
程
と
関
連
し
つ
つ
、
制
度
が
形
成
さ
れ

て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
疑
わ
し
き
期
間
無
効
と
、
登
記
の
無
効
と
は
ど
の
よ
う
な
関
係
に
た
つ
か
。

　

破
産
前
登
記
を
無
効
と
す
る
シ
ス
テ
ム
の
萌
芽
は
一
七
九
八
年
法
で
あ
る
が
、
一
八
三
八
年
商
法
典
四
四
八
条
二
項
三
項
に
見
ら
れ
る
規

律
は
一
八
三
八
年
商
法
典
独
自
の
も
の
で
あ
る
。
登
記
の
無
効
に
つ
い
て
の
起
草
者
説
明
に
よ
れ
ば
、
そ
の
立
法
趣
旨
は
登
記
を
怠
る
こ
と

で
債
務
者
の
財
産
状
況
に
つ
き
潜
在
的
債
権
者
に
錯
誤
を
生
じ
さ
せ
る
欺
罔
、
詐
欺
行
為
を
防
止
す
る
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
登
記
の
無
効

も
詐
害
行
為
に
よ
っ
て
基
礎
づ
け
ら
れ
る
。
し
か
し
、
登
記
の
無
効
は
、
行
為
自
体
に
詐
害
性
の
強
い
蓋
然
性
が
認
め
ら
れ
る
法
律
上
当
然

無
効
に
も
、
ま
た
債
務
者
と
取
引
し
た
者
が
、
債
務
者
の
支
払
停
止
を
知
っ
て
し
た
こ
と
が
債
権
者
平
等
違
反
と
な
り
詐
害
行
為
を
構
成
す

る
裁
量
的
無
効
に
も
該
当
し
な
い
。登
記
の
無
効
は
、他
の
二
種
の
無
効
制
度
と
は
異
な
る
独
自
の
裁
量
的
無
効
制
度
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
る
。
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な
利
益
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
に
従
っ
て
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。C. Saint-A

lary-H
ouin et M

.-H
. M
onsérié-Bon,  

«N
ullité de droit et nulllité facultatives», Juris-classeur procédures collectives., fasc. 2502.

（
３
）
本
論
文
で
は
、fraude

を
「
詐
害
行
為
」
と
翻
訳
し
て
い
る
。
し
か
し
、
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
け
るfraude

概
念
は
日
本
法
の
詐
害
行
為
取
消

権
に
お
け
る
「
詐
害
行
為
」、
倒
産
法
上
の
否
認
権
に
お
け
る
「
詐
害
行
為
」
よ
り
多
義
性
を
有
す
る
概
念
で
あ
る
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
指
摘
し

て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　

片
山
教
授
に
よ
れ
ば
、fraude

に
は
広
義
と
狭
義
の
意
味
が
あ
り
、
広
義
に
お
い
て
は
、
不
誠
実
な
術
策
、
策
略
ま
た
は
欺
瞞
を
指
し
、「
詐

欺
（dol

）」
と
同
義
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
狭
義
で
は
、
有
効
だ
と
さ
れ
る
迂
回
手
段
・
策
略
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
あ
る
法
規

の
適
用
を
回
避
し
よ
う
と
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。fraude

概
念
は
中
世
ロ
ー
マ
法
の
「
詐
害
は
す
べ
て
を
無
に
す
る
（fraus om

inia 
corrum

pit

）」
の
法
格
言
に
由
来
し
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
一
八
〇
四
年
に
フ
ラ
ン
ス
全
土
で
適
用
さ
れ
る
民
法
典
が
制
定
さ
れ
る
ま
で
、
一
般
法

理
と
し
て
既
に
定
着
し
て
い
た
。
ま
た
民
法
典
制
定
後
はfraude

を
規
制
す
る
法
は
、
不
文
の
一
般
法
理
と
こ
れ
を
具
体
化
す
る
個
別
規
定
が

並
存
し
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
一
一
六
七
条
の
詐
害
行
為
取
消
訴
権action paulienne

はfraude

規
制
を
具
体
化
し
た
個
別
規
定
の
内
の
一
つ

で
あ
る
と
さ
れ
る
。
片
山
直
也
「
フ
ロ
ー
ド
（fraude

）
法
理
の
動
態
的
把
握
」『
詐
害
行
為
の
基
礎
理
論
』
一
三
頁
以
下
（
慶
応
義
塾
大
学
出

版
会
、
二
〇
一
一
）。
尚
、
鎌
田
薫
「
不
動
産
二
重
売
買
に
お
け
る
第
二
買
主
の
悪
意
と
取
引
の
安
全
―
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
判
例
の
『
転
換
』

を
め
ぐ
っ
て
―
」
比
較
法
学
九
巻
二
号
四
三
頁
（
一
九
七
四
年
）、
浜
上
則
雄
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
不
動
産
の
二
重
譲
渡
の
際
の
第
三
者
の
悪

意
」
阪
大
法
学
五
一
号
七
頁
以
下
（
一
九
六
四
年
）、松
坂
佐
一
「A

ction Paulienne

に
つ
い
て
」『
債
権
者
取
消
権
の
研
究
』
八
一
頁
以
下
（
一

九
六
二
年
）
等
参
照
。

　
　
　

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
否
認
権
成
立
史
と
詐
害
行
為
取
消
訴
権
と
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
と
し
て
、
下
森
定
「
債
権
者
取
消
権
制
度
の

法
的
構
造
と
機
能
」『
詐
害
行
為
取
消
権
の
研
究
』
二
九
頁
以
下
（
信
山
社
、
二
〇
一
四
年
）、
井
上
直
三
郎
「
詐
害
行
為
に
対
す
る
救
済
制
度

の
変
遷
（
二
）」
法
学
論
叢
二
〇
巻
六
号
六
〇
頁
以
下
（
一
九
二
八
年
）、
加
藤
正
治
「
廃
罷
訴
権
論
」『
破
産
法
研
究
第
四
巻
』
一
四
〇
頁
以
下

（
厳
松
堂
書
店
、
一
九
一
九
年
）
等
が
あ
る
。

（
４
）
詐
害
行
為
の
推
定
が
働
く
期
間
は
都
市
毎
に
異
な
っ
て
い
た
と
言
わ
れ
る
。G. M

assé, Le droit com
m
ercial, 3éd., t.2, Librairie 

Guillaum
in et Cie, 1874, n

o1212 ; E.T
haller, D

es Faillites en droit com
paré avec une étude sur le réglem

ent des faillites en 
droit international, t.1, A

rthur rousseau, 1887, Paris, n
o 108; T

haller et Percerou, avec D
esserteaux, D

es faillites et 
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Banqueroutes et liquidations judiciaires, 2éd., t.1, Rousseau et Cie, 1935, n
o 562; Lyon-Caen et Renault, T

raité de D
roit 

Com
m
ercial, 3éd., t.7, F. Pichon, Successeur, Éditeur, 1903, n

o309, note (3). 
（
５
）T

haller et Percerou, avec D
esserteaux, op. cit. 4, t.1, n

o563; Bravard-V
eyrières, par Ch. D

em
angeat, T

raité de droit 
com
m
ercial, 2éd., t.5, Chevalier-M

arescq et Cie, 1891, p.208.

（
６
）Lyon-Caen et Renault, op. cit. 4, t.7, n

o309; G. M
assé, op. cit. 4, t.2, n

o1213.

（
７
）
そ
れ
は
、
イ
タ
リ
ア
の
法
理
の
無
意
識
の
借
用
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
て
い
る
、Bravard-V

eyrières, par Ch. D
em
angeat, op. cit. 5, t.5, 

p.208, note (2); G. M
assé, op. cit. 4, t.2, n

o1213. 

（
８
）Bravard-V

eyrières, par Ch. D
em
angeat, op. cit. 5, t.5, p.208.

（
９
）Bravard-V

eyrières, par Ch. D
em
angeat, op. cit. 5, t.5, p.208; T

haller et Percerou, avec D
esserteaux, op. cit. 4, t.1, n

o563, 
note (4); Lyon-Caen et Renault, op. cit. 4, t.7, n

o309. A
ugustin-Charles Renouard, T

raité des faillites et banqueroutes, 3éd., 
t.1, Librairie Guillaum

in et Cie, 1857, p.345.

（
10
）Lyon-Caen et Renault, op. cit. 4, t.7, n

o309; T
haller et Percerou, avec D

esserteaux, op. cit. 4, t.1, n
o563, note (4).

　
　
　

こ
れ
に
対
し
てBravard

は
、
当
該
条
文
の
文
言
は
多
義
的
か
つ
曖
昧
で
、
法
律
上
当
然
無
効
に
関
す
る
条
項
な
の
か
詐
害
行
為
の
立
証
に

服
す
る
無
効
に
関
す
る
条
項
な
の
か
法
文
上
は
明
確
に
は
示
さ
れ
て
い
な
い
と
認
め
た
上
で
、
し
か
し
単
に
詐
害
行
為
の
規
定
と
解
す
る
と
一

般
法
と
同
じ
規
定
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
ら
（
民
法
典
一
一
六
七
条
に
お
い
て
規
定
さ
れ
る
以
前
の
こ
の
時
点
に
お
け
る
詐
害
行
為
取
消
訴
権

は
判
例
法
理
に
よ
っ
て
理
解
さ
れ
て
い
た
、Bravard-V

eyrières, par Ch. D
em
angeat, op. cit. 5, t.5, p.208. note (1)

）、
こ
の
規
定
が
無

意
味
に
な
る
こ
と
を
恐
れ
た
。
そ
こ
で
、
一
文
の
「
無
効
と
宣
言
す
る
（déclarons nuls

）」、
及
び
二
文
の
「
そ
れ
ら
財
産
を
共
同
の
団
体
に

帰
す
る
こ
と
と
す
る
（voulons qu’ils soient rapportés à la m

asse com
m
une des effets

）」
の
文
言
を
重
視
す
る
こ
と
で
、
一
六
六
七

年
規
則
が
示
す
時
期
以
降
に
第
四
条
所
定
の
行
為
を
す
れ
ば
、
債
権
者
へ
の
詐
害
行
為
が
推
定
さ
れ
る
、
法
律
上
当
然
無
効
に
関
す
る
規
定
で

あ
る
と
解
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
見
方
は
ほ
と
ん
ど
支
持
さ
れ
な
か
っ
た
（Bravard

の
補
訂
者D

em
angeat

も
当
時
の
他
の
注
釈

者
も
否
定
的
な
見
方
を
し
て
い
る
、
次
注
参
照
）、Bravard-V

eyrières, par Ch. D
em
angeat, op. cit. 5, t.5, p.208, note (2). 

当
時
の
学

者
（Bornier

）
も
詐
害
行
為
の
一
般
法
理
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
と
読
ん
で
い
たLyon-Caen et Renault, op. cit. 4, t.7, n

o309, note (2).

（
11
）Lyon-Caen et Renault, op. cit. 4, t.7, n

o309. 
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一
六
七
三
年
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
第
四
条
の
性
質
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
他
の
注
釈
者
も
同
様
に
解
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
、Locré

は
「
ロ
ー
マ
法
は
詐
害
行
為
の
立
証
に
服
す
る
無
効
し
か
認
め
て
い
な
か
っ
た
…
一
六
七
三
年
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
も
そ
の
無
効
し
か
設
け
て
い
な

か
っ
た
。
し
か
も
そ
の
法
は
、
時
期
も
行
為
の
性
質
に
よ
っ
て
も
制
限
を
設
け
て
い
な
か
っ
た
。」
と
述
べ
（Locré, Esprit du Code 

com
m
erce, ou Com

m
entaire de chacun des articles du Code, t.3, 2

e éd., J.-B. Garnery Liberaire, Paris, 1829, p.87

）、M
assé

は
「
一
六
七
三
年
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
第
四
条
は
…
破
産
の
場
合
に
固
有
で
な
い
一
般
の
規
律
を
思
い
出
さ
せ
る
に
留
め
、
債
権
者
は
当
該
規
定
を

あ
ら
ゆ
る
事
項
、
あ
ら
ゆ
る
時
に
利
用
で
き
る
」
と
述
べ
（G. M
assé, op. cit. 4, t.2, n

o1213

）、Bédarride

は
「
一
六
七
三
年
オ
ル
ド
ナ
ン

ス
は
動
産
不
動
産
を
問
わ
ず
、
債
権
者
の
詐
害
行
為
に
よ
っ
て
さ
れ
た
全
て
の
移
転
、
譲
渡
、
売
買
、
贈
与
を
無
効
と
す
る
た
め
に
、
債
権
者

を
害
す
る
こ
と
を
要
求
し
た
。
そ
れ
故
、
債
権
者
が
詐
害
行
為
の
存
在
を
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
立
証
に
よ
り
蒙
っ
た
損
害
の
賠
償

が
可
能
と
な
る
」（J. Bédarride, T

raité des faillites et banqueroutes, ou com
m
entaire de la loi du 28 M

ai 1838, 4
eéd., t1, 

D
urand Libraire, Paris, 1862, n

o101

）
と
述
べ
て
い
た
。

（
12
）T

haller et Percerou, avec D
esserteaux, op. cit. 4, t.1, n

o563 ; G. M
assé, op. cit. 4, t.2, n

o1214. 

も
っ
と
も
、Bravard, Renouard

は
、
一
七
〇
二
年
王
令
も
全
て
のparlem
ent

で
登
録
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
な
か
っ
た
よ
う
だ
と
述
べ
て
い
る
、Bravard-V

eyrières, par 
Ch. D

em
angeat, op. cit. 5, t.5, p.212, note (1); Renouard, op. cit. 9, t.1, p.345. 

（
13
）Bravard-V

eyrières, par Ch. D
em
angeat, op. cit. 5, t.5, p.210-211.

（
14
）E.T

haller, op. cit. 4, t.1, n
o 108.

（
15
）Locré, op. cit. 11, t.3, p.89-90.

（
16
）Locré, op. cit. 11, t.3, p.90.

（
17
）Locré, op. cit. 11, t.3, p.90.

（
18
）G. Baudry-Lacantinerie, P. de Loynes, T

raité théorique et pratique de droit civil du nantissem
ent- des privilèges &

 
hypothèques et de l’expropriation forcée, 3éd., t2, L. Larose &

 Forcel, 1906, n
o1429.

（
19
）A
. M
. D
em
ante et E. Colm

et de Santerre, Cours analytique de code civil, t.9, E. Plon et Cie, 1880, n
o120 bis. II. 

フ
ラ
ン
ス

に
お
け
る
登
記
登
録
制
度
は
、大
革
命
時
代
に
登
簿
に
関
す
る
法
制
は
飛
躍
的
な
発
展
を
遂
げ
、著
し
く
整
備
さ
れ
た
と
さ
れ
る
、星
野
英
一
「
フ

ラ
ン
ス
に
お
け
る
不
動
産
物
権
公
示
制
度
の
沿
革
の
概
観
」『
民
法
論
集
第
二
巻
』
八
頁
（
有
斐
閣
、
一
九
七
〇
年
）。
同
論
文
に
よ
る
と
、
フ
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ラ
ン
ス
全
土
に
渡
る
最
初
の
法
は
共
和
暦
三
年
収
穫
月
九
日
（
一
七
九
五
年
六
月
二
七
日
）
の
抵
当
権
法
（D

écret concernant le Code 
hypothécaire

）
で
あ
る
。
当
該
法
は
抵
当
権
に
つ
き
種
々
の
大
胆
な
改
革
を
行
い
、
中
で
も
登
記
に
関
連
す
る
改
革
と
し
て
、
抵
当
権
の
設

定
等
に
つ
き
抵
当
権
保
存
吏
の
も
と
に
あ
る
帳
簿
へ
の
登
記
（inscription

）
を
有
効
要
件
と
す
る
こ
と
が
含
ま
れ
て
い
た
も
の
の
、
施
行
が

無
期
延
期
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
共
和
暦
七
年
霧
月
一
一
日
（
一
七
九
八
年
一
一
月
一
日
）
抵
当
権
貸
付
法
（Loi de crédit 

hypothécaire
）
は
無
期
延
期
と
さ
れ
た
共
和
暦
三
年
収
穫
月
九
日
抵
当
権
法
の
改
革
を
確
認
し
た
上
、
抵
当
権
保
護
の
目
的
を
達
成
す
る
た

め
に
さ
ら
に
一
歩
を
進
め
て
、
所
有
権
と
、
抵
当
権
の
目
的
と
な
る
不
動
産
物
権
（droit réel susceptible d’hypothèque

）
と
の
移
転
の

証
書
の
す
べ
て
を
謄
記
（transcription

）
さ
せ
、
謄
記
な
し
に
は
第
三
者
に
対
し
権
利
変
動
の
効
力
を
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
規
定

し
た
。
又
、
同
年
風
月
二
一
日
（
一
七
九
九
年
三
月
一
一
日
）
の
、
抵
当
権
の
保
存
に
関
す
る
法
律
（Loi relative à l’organisation de la 

conservation des hypothèques

）
は
、
登
（
謄
）
記
の
組
織
を
定
め
た
。

（
20
）G. Baudry-Lancantinerie, P. de Loynes, op. cit. 18, t2, n

o1561. 

（
21
）G. Baudry-Lancantinerie, P. de Loynes, op. cit. 18, t2, n

o1561. 

（
22
）
起
草
者
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
民
法
二
一
四
六
条
起
草
に
あ
た
り
、
立
法
過
程
で
い
か
な
る
異
議
も
生
じ
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
。Locré, La 

législation civile, com
m
erciale et crim

inelle de la france, t.16, T
reuttel et W

ürtz, Libraires, 1829, p.76.

（
23
）G. Baudry-Lancantinerie, P. de Loynes, op. cit. 18, t2, n

o1561.

（
24
）Locré, op. cit. 11, t.3, p.90.

（
25
）Locré, op. cit. 11, t.3, p.90-91.

（
26
）Locré, La législation civile, com

m
erciale et crim

inelle de la france, t.19, T
reuttel et W

ürtz, Libraires, 1829, Procès-
verbal du 26 février 1807 (p.91-96).

（
27
）Locré, op. cit. 11, t.3, p.91-96.

（
28
）Locré, op. cit. 11, t.3, p.95-96.

（
29
）Locré, op. cit. 11, t.3, p.96.

（
30
）Locré, op. cit. 11, t.3, p.96-97 (Regnaud de Saint-Jean-d’A

ngely).

（
31
）Locré, op. cit. 11, t.3, p.96 (L’A

rchichancelier).
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（
32
）Locré, op. cit. 11, t.3, p.96 (Bigot-Préam

eneu).
（
33
）Locré, op. cit. 11, t.3, p.6-8. 

本
文
中
に
挙
げ
た
翻
訳
は
仮
訳
に
と
ど
ま
る
。

（
34
）
後
に
述
べ
る
通
り
、
破
産
開
始
の
時
点
を
い
つ
と
理
解
す
る
か
に
つ
い
て
大
問
題
が
生
じ
た
。

（
35
）
第
一
草
案
で
は
、
有
償
で
あ
っ
て
も
不
動
産
上
の
権
利
移
転
は
法
律
上
当
然
無
効
に
な
る
と
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
最
終
的
に
、
法
律
上

当
然
無
効
は
無
償
の
場
合
に
限
定
さ
れ
た
。
そ
の
理
由
は
、
取
引
の
相
手
方
が
債
務
者
の
財
務
状
態
に
つ
き
善
意
で
あ
る
と
き
は
、
法
律
上
当

然
無
効
に
な
る
可
能
性
も
知
る
こ
と
が
で
き
ず
、
善
意
の
第
三
者
を
罠
に
か
け
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
評
さ
れ
、
債
務
者
に
と
っ
て
も
、
破

産
直
前
の
資
金
調
達
を
妨
げ
ら
れ
、
結
局
取
引
当
事
者
い
ず
れ
に
と
っ
て
も
不
公
平
な
結
論
が
も
た
ら
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ

る
。
従
っ
て
、
有
償
譲
渡
を
詐
害
行
為
と
し
て
無
効
と
す
る
に
は
、
四
四
五
条
、
又
は
四
四
七
条
に
基
づ
き
、
詐
害
行
為
の
立
証
が
必
要
と
さ

れ
る
。Locré, op. cit. 11, t.3, p.129-130.

（
36
）Locré, op. cit. 11, t.3, p.86-87.

（
37
）Locré, op. cit. 11, t.3, p.86. 

　
　
　

民
法
典
の
法
文
を
挙
げ
て
お
く
。
邦
訳
に
あ
た
り
、
田
中
周
友
ほ
か
『
現
代
外
国
法
典
叢
書
（
一
六
）
佛
蘭
西
民
法
［
Ⅲ
］』（
有
斐
閣
、
復

刊
版
、
昭
和
三
一
年
）
を
参
考
に
し
た
。

　
　

民
法
典
一
三
五
〇
条

　
　
　
　

法
律
上
の
推
定
と
は
特
別
の
法
律
が
一
定
の
行
為
又
は
事
実
に
付
与
す
る
も
の
を
言
う
。
次
の
も
の
を
行
為
又
は
事
実
と
す
る
。

　
　
　
　

１　

本
法
が
そ
の
性
質
上
そ
の
規
定
を
潜
脱
し
て
為
さ
れ
た
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
理
由
に
無
効
と
宣
言
す
る
行
為
。

　
　
　
　

２　

本
法
が
一
定
の
事
情
に
基
き
所
有
権
又
は
免
責
が
生
ず
る
こ
と
を
宣
言
す
る
場
合
。

　
　
　
　

３　

本
法
が
既
判
の
事
項
に
付
す
る
権
威
。

　
　
　
　

４　

本
法
が
当
事
者
の
自
白
又
は
そ
の
宣
誓
に
付
す
る
効
力
。

　
　

民
法
典
一
三
五
二
条

　
　
　
　

法
律
上
の
推
定
は
そ
の
利
益
を
受
け
る
者
か
ら
全
て
の
証
明
を
免
責
す
る
。

　
　
　

�　

本
法
が
そ
の
推
定
に
基
き
一
定
の
行
為
を
無
効
と
宣
言
し
又
は
裁
判
上
の
訴
を
許
さ
な
い
と
き
は
本
法
の
推
定
に
反
す
る
証
明
を
許
さ
な
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い
。
但
し
法
律
が
反
証
を
留
保
し
た
と
き
は
こ
の
限
り
で
な
い
。
裁
判
上
の
宣
誓
及
び
裁
判
上
の
自
白
に
関
す
る
規
定
は
そ
の
適
用
を
妨
げ

な
い
。

　
　

民
法
典
一
三
五
三
条

　
　
　

�　

本
法
が
定
め
な
い
推
定
は
判
事
の
識
見
に
依
る
。
判
事
は
本
法
が
証
人
訊
問
を
許
す
と
き
に
限
り
重
要
、
明
白
か
つ
合
致
す
る
推
定
の
み

を
許
す
こ
と
が
で
き
る
。
但
し
、
そ
の
行
為
が
詐
害
又
は
詐
欺
を
理
由
に
非
難
さ
れ
る
と
き
は
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
38
）
商
行
為
に
つ
い
て
は
、
商
法
典
六
三
二
条－

六
三
三
条
に
定
め
が
あ
る
。Locré, La législation civile, com

m
erciale et crim

inelle de 
la france, t.20, T

reuttel et W
ürtz, Libraires, 1830, p.10-12.

　
　
　

邦
訳
に
あ
た
り
、
小
野
木
常
『
現
代
外
国
法
典
叢
書
佛
蘭
西
商
法
［
Ⅱ
］』（
有
斐
閣
、
昭
和
一
五
年
）
を
参
考
に
し
た
。

　
　

商
法
典
六
三
二
条

　
　
　

次
の
行
為
を
法
律
上
商
行
為
と
み
な
す
。

　
　
　
　

現
物
で
又
は
加
工
後
転
売
の
目
的
で
す
る
全
て
の
購
入
。
賃
貸
の
た
め
に
す
る
購
入
も
ま
た
同
じ
。

　
　
　
　

製
造
、
仲
立
、
陸
運
又
は
水
運
の
全
て
の
請
負
行
為
。

　
　
　
　

供
給
、
代
理
に
関
す
る
全
て
の
請
負
行
為
、
営
業
所
、
競
売
所
、
興
業
所
の
全
て
の
設
置
行
為
。

　
　
　
　

両
替
、
銀
行
及
び
仲
立
の
全
て
の
業
務
行
為
。

　
　
　
　

公
の
銀
行
の
全
て
の
業
務
行
為
。

　
　
　
　

商
人
、
銀
行
家
間
に
お
け
る
全
て
の
義
務
負
担
行
為
。

　
　
　
　

全
て
の
者
の
間
に
お
け
る
手
形
取
引
、
場
所
を
限
定
し
な
い
資
金
預
か
り
行
為
。

　
　

商
法
典
六
三
三
条

　
　
　

次
の
行
為
も
法
律
上
商
行
為
と
み
な
す
。

　
　
　
　

国
の
内
外
を
問
わ
ず
航
海
の
為
に
す
る
船
舶
の
全
て
の
建
造
、
売
買
及
び
転
売
に
関
す
る
請
負
行
為
。

　
　
　
　

全
て
の
海
上
運
送
。
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船
具
、
船
舶
属
具
及
び
補
給
品
の
全
て
の
売
買
。

　
　
　
　

全
て
の
傭
船
契
約
、
冒
険
貸
に
よ
る
金
銭
の
貸
借
。

　
　
　
　

海
商
に
関
す
る
全
て
の
保
険
そ
の
他
の
契
約
。

　
　
　
　

船
員
の
給
料
に
関
す
る
全
て
の
合
意
及
び
契
約
。

　
　
　
　

全
て
商
船
の
乗
組
員
の
雇
入
。

（
39
）Locré, op. cit. 11, t.3, p.133-134, p.44-45. 

こ
れ
に
対
し
て
は
、
裁
判
所
に
よ
り
、
民
事
取
引
で
あ
る
と
偽
装
す
る
こ
と
で
商
事
法
で
の
不

利
な
推
定
を
免
れ
る
者
が
出
る
可
能
性
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
た
。
起
草
者
は
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
詐
害
行
為
の
立
証
が
必
要
で
あ
る
も

の
の
、
民
事
取
引
も
適
用
対
象
と
す
る
四
四
七
条
に
よ
り
無
効
に
で
き
る
と
す
る
。Locré, op. cit. 11, t.3, p.134.

（
40
）Locré

は
「
法
律
上
の
推
定
は
、
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
ほ
ど
必
要
な
、
狭
く
制
限
さ
れ
た
範
囲
内
で
し
か
正
当
か
つ
有
益
で
な
い
」
と
述

べ
て
い
る
。Locré, op. cit. 11, t.3, p.148.

（
41
）Riom

控
訴
院
の
意
見
は
次
の
通
り
で
あ
る
。「《
弁
済
期
の
到
来
し
て
い
な
い
債
務
》
の
文
言
は
規
定
か
ら
削
除
す
べ
き
よ
う
に
思
わ
れ
る
、

と
い
う
の
は
、
債
務
者
に
、
他
の
債
権
者
を
害
し
て
一
人
ま
た
は
複
数
の
特
定
の
債
権
者
を
利
す
る
権
限
を
付
与
し
、
他
の
弁
済
期
の
到
来
し

た
債
権
は
弁
済
を
受
け
な
い
か
、
弁
済
額
が
減
ら
さ
れ
る
の
に
、
一
人
ま
た
は
複
数
の
特
定
の
債
権
に
は
弁
済
で
き
る
と
す
る
こ
と
は
、
詐
害

行
為
の
戸
を
開
け
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
」Locré, op. cit. 11, t.3, p.142.

（
42
）
期
間
短
縮
は
債
務
者
の
破
綻
か
ら
一
部
の
債
権
者
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
、
債
務
者
が
一
部
の
債
権
者
を
利
す
る
行
為
と
同
視
さ
れ

得
る
。Locré, op. cit. 11, t.3, p.143, 146.

（
43
）Locré, op. cit. 11, t.3, p.137-138.

（
44
）Locré, op. cit. 11, t.3, p.137-139. 

四
四
五
条
は
反
証
を
許
す
規
定
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。A.-C. Renouard, op. cit. 9, 

t.1, p.346

参
照
。

（
45
）Locré, op. cit. 11, t.3, p.103. 

有
償
契
約
の
場
合
、
詐
害
の
意
図
に
は
債
務
者
の
詐
害
の
意
図
と
取
引
の
相
手
方
の
詐
害
の
意
図
（
共
謀
）

の
二
つ
が
必
要
で
あ
る
。Locré, op. cit. 11, t.3, p.103.

（
46
）
邦
訳
に
あ
た
り
、
川
上
太
郎
ほ
か
『
現
代
外
国
法
典
叢
書
（
一
八
）
佛
蘭
西
民
法
［
Ⅴ
］
財
産
取
得
法
（
四
）』（
有
斐
閣
、
復
刊
版
、
昭
和
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三
一
年
）
を
参
考
に
し
た
。

　
　

民
法
典
二
一
三
四
条

　
　
　

債
権
者
間
に
お
い
て
は
、
抵
当
権
の
順
位
は
、
法
定
抵
当
た
る
と
裁
判
上
の
抵
当
た
る
と
、
約
定
抵
当
た
る
と
を
問
わ
ず
、
本
法
所
定
の

方
式
及
び
手
続
に
従
い
債
権
者
が
保
存
登
記
簿
に
登
記
し
た
日
を
以
て
之
を
定
め
る
。
但
し
、
以
下
に
規
定
す
る
例
外
の
場
合
は
こ
の
限
り

で
な
い
。

　
　
　

こ
の
問
題
を
考
え
る
際
に
、
起
草
者
が
何
故
こ
の
規
定
を
問
題
発
生
の
根
拠
と
し
て
挙
げ
た
の
か
、
不
思
議
に
思
わ
れ
た
。
確
か
に
、
こ
の

規
定
を
現
在
の
よ
う
に
競
合
す
る
債
権
者
間
に
お
け
る
優
先
劣
後
を
登
記
の
順
で
決
定
す
る
旨
定
め
た
も
の
と
理
解
す
る
と
、
こ
の
規
定
を
挙

げ
た
意
味
が
分
か
ら
な
い
。
し
か
し
起
草
者
は
こ
の
規
定
を
、
登
記
の
有
無
と
抵
当
権
の
効
力
の
問
題
を
直
結
さ
せ
る
も
の
と
し
て
理
解
し
て

い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
理
解
す
る
と
、
民
法
典
二
一
四
六
条
と
併
せ
て
理
解
す
る
こ
と
で
、
本
文
中
の
問
題
が
生
じ
得
る
。A

.-C. 
Renouard, op. cit. 9, t.1, p.396

参
照
。

（
47
）Locré, op. cit. 11, t.3, p.77-79.

（
48
）A

gen

控
訴
院
は「
そ
の（
登
記
の
）遺
漏
が
評
判
の
良
い
商
人
の
信
用
を
失
墜
さ
せ
な
い
と
い
っ
た
心
情
的
に
悪
く
な
い
繊
細
な
理
由
に
よ
っ

て
お
り
、
遺
漏
が
先
に
謄
記
さ
れ
る
リ
ス
ク
負
担
を
す
る
こ
と
に
よ
り
既
に
十
分
に
罰
せ
ら
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
徴
税
に
近
い
手

続
の
単
な
る
遺
漏
で
、
な
ぜ
債
権
者
か
ら
権
利
保
存
の
た
め
の
権
利
を
奪
う
の
か
？
」
と
述
べ
て
い
た
。Locré, op. cit. 11, t.3, p.78.

（
49
）Locré, op. cit. 11, t.3, p.78.

（
50
）Locré, op. cit. 11, t.3, p.78-79.

（
51
）Locré

は
こ
こ
で
の
問
題
は
「
一
〇
日
よ
り
前
に
（
先
取
特
権
、
抵
当
権
を
）
取
得
し
て
い
た
が
登
記
は
そ
の
後
に
し
か
さ
れ
な
か
っ
た
と

き
に
、
登
記
に
服
す
る
先
取
特
権
及
び
抵
当
権
を
無
効
に
す
る
か
ど
う
か
」
で
あ
る
と
し
た
上
で
、「
前
に
取
得
し
て
い
た
が
適
時
に
登
記
さ
れ

な
か
っ
た
も
の
（
先
取
特
権
、
抵
当
権
）
が
必
ず
し
も
有
効
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。Locré, op. cit. 11, t.3, p.77-78.

（
52
）
例
え
ば
、
一
部
の
先
取
特
権
に
は
適
用
が
な
い
と
か
（
不
動
産
売
買
の
先
取
特
権
に
つ
い
て
、J.-C. Persil, Résim

e hypothécaire ou 
com
m
entaire sur le X

V
III titre du livre III du code civil, relative aux privilèges et hypothèques, 4éd., t2, Libraire de la 

cour de cassation, Paris, 1833, p.5 et suiv.

）、
商
法
典
四
三
三
条
は
民
法
典
二
一
四
六
条
を
廃
止
し
た
と
解
釈
す
る
等
（Bravard-



論　　　説

北法67（2・104）438

V
eyrières, par Ch. D

em
angeat, op. cit. 5, t.5, p.288-289, note (1)

）
で
あ
る
。
尚
、
注
（
75
）
参
照
。

（
53
）Locré, op. cit. 11, t.3, p.38-39.

（
54
）Locré, op. cit. 11, t.3, p.37-38; G. M

assé, op. cit. 4, t.2, n
o1214. 

　
　
　

支
払
停
止
と
は
、
破
産
状
態
を
構
成
す
る
も
の
で
、
破
産
状
態
と
な
る
た
め
に
、
停
止
は
い
く
つ
か
の
弁
済
で
は
な
く
、
弁
済
一
般
に
及
ば

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
。
特
別
な
理
由
に
よ
っ
て
、
ま
た
個
別
の
紛
争
の
せ
い
で
、
い
く
つ
か
の
弁
済
が
拒
否
さ
れ
る
こ
と
は
、
定
期

的
に
契
約
全
部
の
履
行
を
続
け
る
商
人
の
破
産
を
構
成
し
な
い
。
同
様
に
、
い
く
つ
か
さ
れ
た
弁
済
が
、
破
産
を
生
じ
さ
せ
る
の
を
妨
げ
な
い
。

Renouard, op. cit. 9, t.1, p.234. 

　
　
　

一
六
七
三
年
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
で
は
一
定
の
徴
慿
か
ら
支
払
停
止
の
事
実
を
特
徴
付
け
よ
う
と
し
て
い
た
。
一
八
〇
七
年
法
で
こ
の
方
式
を
四

四
一
条
第
一
文
で
受
け
継
い
だ
が
、
第
二
文
で
「
支
払
停
止
ま
た
は
破
産
宣
告
が
あ
る
と
き
破
産
開
始
を
証
明
す
る
」
と
し
た
た
め
、
そ
の
徴

慿
と
し
て
の
明
確
さ
が
失
わ
れ
た
。
そ
こ
で
、
第
一
文
列
挙
の
事
実
以
外
で
も
支
払
停
止
を
認
め
得
る
か
が
問
題
と
な
り
、
裁
判
所
は
こ
れ
を

認
め
て
い
た
。T

haller et Percerou, avec D
esserteaux, op. cit. 4, t.1, n

o179 ; Renouard, op. cit. 9, t.1, p.346.

（
55
）
破
産
が
宣
言
判
決
二
九
年
前
に
開
始
し
て
い
た
と
宣
言
す
る
こ
と
も
で
き
た
と
い
わ
れ
る
。A

.-C. Renouard, op. cit. 9, t.1, p.346. 

（
56
）
実
際
、
し
ば
し
ば
判
決
の
日
よ
り
も
数
年
前
に
支
払
停
止
を
繰
り
延
べ
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
る
。Renouard, op. cit. 9, t.1, p.346-

347.

（
57
）
フ
ラ
ン
ス
で
初
め
て
破
産
状
態
に
置
か
れ
た
債
務
者
か
ら
そ
の
財
産
管
理
処
分
権
を
奪
い
、
財
産
管
理
人
（curateur

）
に
帰
属
さ
せ
る
慣

習
法
を
成
文
法
の
型
で
確
認
し
た
の
は
、Parlem

ent de Provence

の
一
七
一
四
年
一
〇
月
一
五
日
法
で
あ
る
。Claude D

upouy, Le 
droit des faillites en france avant le code de com

m
erce, R. Pichon et R. D

urand-A
uzias, 1960, p.112.

（
58
）Locré, op. cit. 11, t.3, p.60; Renouard, op. cit. 9, t.1, p.291; Lyon-Caen et Renault, op. cit. 4, t.7, n

o196 ; T
haller et Percerou, 

avec D
esserteaux, op. cit. 4, t.1, n

o89. 

（
59
）T
haller et Percerou, avec D

esserteaux, op. cit. 4, t.1, n
o94. 

破
産
者
の
管
理
処
分
権
喪
失
は
立
法
当
初
こ
そ
破
産
者
の
無
能
力
に
類

似
す
る
と
説
明
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
後
フ
ラ
ン
ス
で
は
破
産
の
日
以
降
の
破
産
者
の
管
理
処
分
権
喪
失
の
法
的
性
質
を
、
詐
害
行
為
の
反
証

を
許
さ
な
い
絶
対
的
推
定
で
あ
る
と
説
明
し
て
き
た
。T

haller et Percerou, avec D
esserteaux, op. cit. 4, t.1, n

o95 ; Bédarride, 
T
raité du dol et de la fraude en m

atière civile &
 com

m
erciale, 4

eéd., t2, Libraire M
arescq A

iné, Paris, 1887, n
o722. 

破
産
の
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日
以
前
の
期
間
の
債
務
者
の
行
為
の
無
効
と
破
産
の
日
以
降
の
破
産
者
の
管
理
処
分
権
喪
失
は
、
債
務
者
（
破
産
者
）
の
財
産
保
全
と
い
う
共

通
の
目
的
を
有
し
て
い
る
の
だ
か
ら
同
じ
法
的
基
礎
に
依
拠
し
て
い
る
と
理
解
す
る
こ
と
が
好
ま
し
く
、
こ
の
説
明
方
法
に
よ
れ
ば
、
両
者
を

詐
害
行
為
の
法
律
上
の
推
定
と
い
う
統
一
的
な
根
拠
に
よ
る
説
明
が
可
能
に
な
る
利
点
が
あ
っ
た
。T

haller et Percerou, avec 
D
esserteaux, op. cit. 4, t.1, n

o95bis. 

し
か
し
、
一
八
八
三
年
イ
ギ
リ
ス
法
で
の
信
託
的
な
所
有
権
移
転
と
の
法
的
構
成
に
触
れ
た
後
、
ド
イ

ツ
法
に
よ
る
破
産
者
財
産
全
体
に
対
す
る
債
権
者
団
に
よ
る
法
定
抵
当
権
取
得
と
の
解
釈
に
接
し
、
ド
イ
ツ
法
的
に
理
解
す
る
こ
と
が
一
般
的

に
な
っ
た
。T

haller et Percerou, avec D
esserteaux, op. cit. 4, t.1, n

o483-483bis.

（
60
）G. M

assé, op. cit. 4, t.2, n
o1214; A

.-C. Renouard, op. cit. 9, t.1, p.292; J. Bédarride, op. cit. 11, t1, n
o76; Bravard-V

eyrières, 
par Ch. D

em
angeat, op. cit. 5, t.5, p.77-78, p.212.

　
　
　

破
産
者
の
管
理
処
分
権
喪
失
を
支
払
停
止
時
か
ら
開
始
さ
せ
る
法
制
度
は
、
後
の
論
者
の
批
判
の
対
象
と
な
っ
た
。
そ
の
批
判
の
直
接
の
対

象
は
も
っ
ぱ
ら
、次
注
で
述
べ
る
通
り
、適
用
の
結
果
生
じ
る
厳
格
な
効
果
に
対
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、そ
の
理
論
的
根
拠
に
も
及
ん
で
い
た
。

一
八
〇
七
年
法
起
草
者
は
、
破
産
者
の
管
理
処
分
権
喪
失
は
破
産
開
始
判
決
の
効
果
で
な
い
こ
と
を
明
言
し
て
い
た
（
一
八
〇
七
年
法
四
四
二

条
は
、破
産
者
は
「
破
産
の
日
」
つ
ま
り
支
払
停
止
日
か
ら
「
法
律
上
当
然
に
」
す
べ
て
の
財
産
の
管
理
処
分
権
を
喪
失
す
る
旨
定
め
て
い
る
）。

Locré, op. cit. 11, t.3, p.68. 

当
時
の
あ
る
論
者
は
、
一
八
〇
七
年
法
下
に
お
け
る
破
産
者
の
管
理
処
分
権
喪
失
の
根
拠
に
つ
き
、
破
産
の
原

因
た
る
支
払
停
止
以
降
債
務
者
が
行
っ
た
財
産
管
理
に
対
し
、
法
が
不
当
な
財
産
管
理
で
あ
る
と
の
擬
制
を
及
ぼ
し
た
、
と
説
明
す
る
。A

.-C. 
Renouard, op. cit. 9, t.1, p.292, 347. 

ま
た
別
の
論
者
は
、
破
産
を
構
成
す
る
の
は
支
払
停
止
だ
か
ら
、
破
産
の
根
拠
た
る
支
払
停
止
の
事
実

に
破
産
者
の
処
分
権
喪
失
の
効
果
を
法
が
付
与
し
た
、
と
説
明
す
る
。J. Bédarride, op. cit. 11, t1, n

o76. 

こ
れ
ら
に
対
し
、
後
の
論
者
は
、

破
産
者
の
管
理
処
分
権
喪
失
は
論
理
的
に
は
破
産
宣
言
判
決
の
効
果
と
す
べ
き
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
表
面
上
は
非
常
に
論
理

的
に
見
え
る
。
と
い
う
の
は
、
支
払
停
止
が
破
産
の
基
礎
で
あ
っ
て
、
効
果
は
そ
の
原
因
に
結
び
付
け
る
し
か
な
さ
そ
う
だ
か
ら
で
あ
る
。
し

か
し
、
実
際
は
ほ
と
ん
ど
合
理
性
を
欠
く
。
実
際
、
支
払
停
止
は
、
支
払
停
止
と
い
う
だ
け
で
は
そ
れ
自
体
破
産
状
態
に
な
い
。
支
払
停
止
は

判
決
に
よ
り
宣
言
さ
れ
る
範
囲
で
の
み
破
産
と
な
る
。
直
接
破
産
を
生
じ
さ
せ
る
の
は
宣
言
判
決
で
あ
っ
て
、
支
払
停
止
で
は
な
い
。
支
払
停

止
に
唯
一
そ
の
性
質
を
付
与
す
る
の
が
宣
言
判
決
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
破
産
の
帰
結
で
あ
る
処
分
権
喪
失
が
論
理
的
に
開
始
す
る
の
は
も
っ
ぱ

ら
破
産
宣
言
判
決
の
日
か
ら
で
あ
る
。」Bravard-V

eyrières, par Ch. D
em
angeat, op. cit. 5, t.5, p.77-78.

（
61
）
裁
判
所
は
、
四
四
一
条
四
四
二
条
を
文
言
の
一
般
的
解
釈
に
沿
っ
て
理
解
す
れ
ば
絶
対
的
無
効
の
範
囲
が
拡
大
し
す
ぎ
る
結
果
と
な
る
こ
と
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に
危
機
感
を
抱
き
、
裁
判
例
に
よ
り
修
正
を
加
え
て
い
た
。
そ
の
手
法
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
裁
判
所
は
ま
ず
、
四
四
二
条
の
「
破
産
の
日
」

の
文
言
の
曖
昧
さ
を
利
用
し
、
債
務
者
が
そ
の
財
産
の
管
理
処
分
権
を
法
律
上
当
然
に
喪
失
す
る
の
は
（dessaisissem

ent de plein 
droit

）、「
破
産
開
始
」
す
な
わ
ち
支
払
停
止
か
ら
で
は
な
く
、
破
産
宣
言
判
決
か
ら
で
あ
る
と
し
た
。
そ
し
て
、
支
払
停
止
以
降
宣
言
判
決
ま

で
の
間
に
債
務
者
が
し
た
行
為
に
つ
い
て
は
、
債
務
者
は
事
実
に
応
じ
て
管
理
処
分
権
喪
失
（dessaisissem

ent de fait

）
す
る
と
し
て
、
取

引
の
性
質
や
、
債
権
者
団
に
対
し
て
有
害
で
あ
る
か
ど
う
か
、
債
務
者
の
取
引
の
相
手
方
が
管
理
処
分
権
喪
失
を
知
ら
ず
に
善
意
で
し
た
か
ど

う
か
に
よ
り
、
そ
の
取
引
の
効
果
を
維
持
さ
せ
て
い
た
。G. M
assé, op. cit. 4, t.2, n

o1214; A
.-C. Renouard, op. cit. 9, t.1, p.347; J. 

Bédarride, op. cit. 11, t1, n
o77; Bravard-V

eyrières, par Ch. D
em
angeat, op. cit. 5, t.5, p.78. 

こ
れ
ら
事
実
上
の
管
理
処
分
権
喪
失

の
検
討
要
件
は
詐
害
行
為
を
理
由
と
し
た
無
効
要
件
と
一
致
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
破
産
前
後
の
時
期
の
債
務
者
の
行
為

の
無
効
を
詐
害
行
為
で
一
体
的
に
説
明
し
て
き
た
こ
と
を
如
実
に
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　

い
く
つ
か
の
裁
判
例
の
後
に
、
破
棄
院
は
破
産
開
始
を
七
年
遡
及
さ
せ
る
事
案
で
あ
る
一
八
二
三
年
五
月
二
八
日
判
決
で
こ
の
シ
ス
テ
ム
を

採
用
す
る
に
至
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
一
連
の
裁
判
例
に
対
し
て
は
、
規
定
の
本
来
の
意
味
に
反
し
て
い
る
と
か
、
も
は
や
法
解
釈
を

逸
脱
し
、
新
た
な
立
法
に
等
し
い
と
か
、
法
文
の
自
然
な
文
言
が
変
更
さ
れ
れ
ば
、
結
論
に
対
し
て
訴
訟
が
増
え
る
と
か
、
ま
た
恣
意
的
で
あ

る
と
い
っ
た
批
判
が
展
開
さ
れ
て
い
た
。G. M

assé, op. cit. 4, t.2, n
o1214; A

.-C. Renouard, op. cit. 9, t.1, p.347-349; T
haller et 

Percerou, avec D
esserteaux, op. cit. 4, t.1, n

o564.

（
62
）
政
府
提
案
草
案
に
対
し
、
代
議
院
が
修
正
を
加
え
た
後
の
草
案
を
第
一
草
案
と
し
た
。
但
し
、
四
四
四
条
に
つ
い
て
は
本
文
で
述
べ
る
通
り
、

更
に
修
正
が
加
え
ら
れ
た
。A

.-C. Renouard, op. cit. 9, t.1, p.350-351. 

本
文
中
に
示
し
た
翻
訳
は
仮
訳
に
と
ど
ま
る
。

（
63
）
四
四
一
条
に
よ
れ
ば
、
破
産
宣
言
判
決
は
、
商
法
典
四
二
条
が
定
め
る
方
式
に
従
い
判
決
地
及
び
破
産
者
が
営
業
所
を
有
す
る
全
て
の
地
の

新
聞
に
掲
載
す
る
。

（
64
）
こ
れ
ら
に
加
え
て
、
破
産
は
支
払
停
止
に
そ
の
本
質
が
あ
る
と
み
な
す
旨
定
め
る
四
三
七
条
を
採
択
し
た
。A

.-C. Renouard, op. cit. 9, t.1, 
p.351.

（
65
）
起
草
者
は
消
極
的
証
明
は
無
理
で
あ
る
と
断
っ
た
う
え
で
、こ
こ
で
の
取
引
の
相
手
方
側
の
証
明
の
対
象
は
た
だ
の
善
意
で
は
な
い
と
す
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
債
権
者
側
の
責
任
は
支
払
停
止
が
公
知
で
あ
る
と
宣
言
す
る
裁
判
で
十
分
果
た
さ
れ
、
こ
れ
に
対
し
相
手
方
は
自
分
が
他
人

が
周
知
の
事
実
を
知
ら
な
い
例
外
的
地
位
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
を
証
明
す
れ
ば
良
い
と
説
明
す
る
。A

.-C. Renouard, op. cit. 9, t.1, p.351-
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357.
（
66
）G. M

assé, op. cit. 4, t.2, n
o1215.

（
67
）G. M

assé, op. cit. 4, t.2, n
o1215 ; A

.-C. Renouard, op. cit. 9, t.1, p.349-356.

（
68
）
こ
の
規
定
は
債
務
者
の
取
引
の
相
手
方
に
対
し
て
、
債
務
者
の
悪
い
状
態
に
つ
い
て
知
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
と
の
善
意
の
推
定
を
す
る
も
の

だ
と
評
さ
れ
て
い
る
。A

.-C. Renouard, op. cit. 9, t.1, p.356-357.

（
69
）
一
八
三
五
年
三
月
二
八
日
政
府
原
案
及
び
代
議
院
修
正
後
第
一
草
案
貴
族
院
付
託
。A

.-C. Renouard, op. cit. 9, t.1, p.357-359; A
rchives 

Parlem
entaires de 1787 à 1860, t.93, Librairie A

dm
inistrative Paul D

upont, 1908, p.610-611, 613-615

参
照
。

（
70
）
一
八
三
六
年
五
月
一
〇
日
貴
族
院
修
正
案
提
出
。
貴
族
院
修
正
案
は
、
代
議
院
で
の
修
正
後
貴
族
院
に
付
託
さ
れ
た
第
一
草
案
と
、
規
定
の

順
番
及
び
細
部
以
外
の
点
は
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
か
っ
た
。A

.-C. Renouard, op. cit. 9, t.1, p. 360-361; A
rchives Parlem

entaires de 
1787 à 1860, t.103, Librairie A

dm
inistrative Paul D

upont, 1908, p.390

参
照
。

（
71
）A

.-C. Renouard, op. cit. 9, t.1, p. 360-361. A
rchives Parlem

entaires de 1787 à 1860, op. cit. 70, t.103, p.399-401

参
照
。
尚
、

本
文
中
に
示
し
た
訳
は
仮
訳
に
と
ど
ま
る
。

（
72
）
一
八
三
七
年
一
月
一
七
日
新
政
府
草
案
貴
族
院
付
託
、
一
八
三
八
年
一
月
一
五
日
貴
族
院
で
の
審
議
後
新
政
府
草
案
代
議
院
付
託
。

A
rchives Parlem

entaires de 1787 à 1860, t.106, Librairie A
dm
inistrative Paul D

upont, 1908, p.443-444 ; A
rchives 

Parlem
entaires de 1787 à 1860, t.115, Librairie A

dm
inistrative Paul D

upont, 1908, p.13-14

参
照
。A

.-C. Renouard, op. cit. 9, 
t.1, p.361.

（
73
）A

.-C. Renouard, op. cit. 9, t.1, p.361-362.

（
74
）A

rchives Parlem
entaires de 1787 à 1860, op. cit. 72, t.106, p.439-440

参
照
。
尚
、
破
産
開
始
を
支
払
停
止
が
公
知
と
な
っ
た
日
に

遡
及
さ
せ
て
い
た
第
一
草
案
四
四
三
条
を
復
活
さ
せ
る
べ
き
旨
の
意
見
が
、
こ
れ
を
否
定
し
た
新
政
府
草
案
（
新
政
府
草
案
四
四
一
条
に
か
か

わ
る
）
が
貴
族
院
で
審
議
さ
れ
、
代
議
院
に
付
託
さ
れ
た
後
に
も
な
お
、
代
議
院
で
主
張
さ
れ
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
破
産
宣
言
判
決
、
支
払
停

止
の
効
果
に
関
す
る
議
論
が
再
燃
し
た
が
、
最
終
的
に
は
支
払
停
止
が
公
知
で
あ
る
か
ど
う
か
は
本
質
的
に
相
対
的
で
あ
る
と
の
理
由
で
採
用

さ
れ
ず
、
破
産
宣
言
判
決
、
支
払
停
止
の
効
果
に
関
す
る
議
論
も
収
束
し
た
。A

.-C. Renouard, op. cit. 9, t.1, p.362.

（
75
）
一
八
〇
七
年
法
の
制
度
の
下
で
も
、
一
部
の
先
取
特
権
及
び
法
定
抵
当
権
に
つ
い
て
は
、
民
法
二
一
四
六
条
、
商
法
典
四
四
三
条
が
存
在
す
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る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
破
産
開
始
前
一
〇
日
よ
り
後
で
あ
っ
て
も
登
記
で
き
る
と
理
解
さ
れ
て
い
た
。Bédarride, op. cit. 11, t.1, n

o127.
（
76
）
第
一
草
案
四
四
六
条
に
相
当
す
る
。A

.-C. Renouard, op. cit. 9, t.1, p.396.
（
77
）A

.-C. Renouard, op. cit. 9, t.1, p.396-397.

（
78
）A

rchives Parlem
entaires de 1787 à 1860, t.117, Librairie A

dm
inistrative Paul D

upont, 1908, p.351-352. 

一
八
三
八
年
三
月

三
〇
日
提
出
。
本
文
中
に
示
し
た
翻
訳
は
仮
訳
に
と
ど
ま
る
。
後
の
一
八
三
八
年
四
月
二
日
、
更
に
複
数
の
委
員
（M

ayet-Genetry, 
Lavielle

）
が
そ
れ
ぞ
れ
別
個
の
案
を
提
出
し
た
。

（
79
）A

.-C. Renouard, op. cit. 9, t.1, p.397-398; A
rchives Parlem

entaires de 1787 à 1860, op. cit. 78, t.117, p.479.

（
80
）
登
記
の
無
効
規
定
挿
入
に
対
し
て
反
対
す
る
立
場
の
論
者
は
、
従
前
のParis

の
裁
判
例
と
の
比
較
に
お
い
て
も
、
修
正
案
は
非
常
に
厳
し

い
と
の
認
識
を
示
し
て
い
る
。Paris

裁
判
所
で
は
、
一
八
〇
七
年
法
の
下
で
破
産
開
始
（ouverture de la faillite

）
を
破
産
宣
言
判
決
時
と

理
解
し
て
い
た
た
め
、
破
産
者
が
処
分
権
喪
失
す
る
の
は
破
産
宣
言
判
決
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
既
存
の
債
務
に
対
す
る
抵
当
権
設
定
、
抵
当
権

登
記
が
一
八
〇
七
年
法
四
四
三
条
で
無
効
と
さ
れ
る
の
は
、
破
産
宣
言
判
決
前
一
〇
日
間
内
に
設
定
、
登
記
さ
れ
た
時
に
限
ら
れ
て
い
た
。

（
81
）
こ
の
議
論
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、A
rchives Parlem

entaires de 1787 à 1860, op. cit. 78, t.117, p.351-355, p.401-406

を
参
照
。

（
82
）
四
四
六
条
の
当
然
無
効
が
適
用
さ
れ
る
担
保
権
設
定
は
、
既
存
の
債
務
に
対
す
る
担
保
設
定
に
限
ら
れ
る
。
既
存
の
債
務
に
対
す
る
担
保
設

定
以
外
は
四
四
七
条
の
問
題
と
な
る
。

（
83
）A

rchives Parlem
entaires de 1787 à 1860, op. cit. 78, t.117, p.351-355, p.401-406

を
参
照
。

（
84
）
邦
訳
に
あ
た
り
、次
の
文
献
を
参
考
に
し
た
。
小
野
木
常
『
現
代
外
国
法
典
叢
書
（
二
〇
）
佛
蘭
西
商
法
［
Ⅱ
］』
第
三
編
二
〇－

二
七
頁
（
有

斐
閣
、
復
刊
版
、
昭
和
三
二
年
）。

　
　
　

一
八
三
八
年
フ
ラ
ン
ス
商
法
典
成
立
以
後
現
在
ま
で
商
法
典
は
複
数
回
改
正
さ
れ
て
い
る
が
、
債
務
者
破
産
前
後
に
債
務
者
が
し
た
行
為
の

無
効
に
関
す
る
大
ま
か
な
枠
組
み
は
現
在
で
も
維
持
さ
れ
て
い
る
。
但
し
、
既
に
述
べ
た
通
り
（
参
照
：
前
掲
注
２
）
疑
わ
し
き
期
間
無
効
の

存
在
意
義
は
一
九
八
五
年
法
に
よ
り
大
幅
な
変
革
を
受
け
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
　
　

四
四
八
条
に
関
し
て
言
え
ば
、
一
九
五
五
年
法
改
正
で
法
条
が
替
わ
り
四
七
九
条
と
な
っ
た
。
そ
の
際
、
一
八
三
八
年
法
制
度
を
基
本
的
に

引
き
継
ぎ
つ
つ
も
、
細
部
で
い
く
つ
か
修
正
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
疑
わ
し
き
期
間
が
支
払
停
止
前
一
〇
日
か
ら
一
五
日
に
拡
大
さ
れ
、

質
権
（nantissem

ents

）
が
抵
当
権
（hypothèques

）、
先
取
特
権
（privileges
）
と
同
様
に
扱
わ
れ
る
よ
う
規
定
さ
れ
た
。
フ
ラ
ン
ス
国
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外
で
担
保
を
取
得
し
、
あ
る
い
は
取
得
し
た
権
利
を
登
記
し
た
場
合
に
、
距
離
に
比
例
し
て
い
た
（
担
保
設
定
後
の
公
示
具
備
猶
予
期
間
）
期

間
の
増
加
が
一
律
三
〇
日
と
さ
れ
た
。
更
に
効
果
に
つ
い
て
も
、無
効
（nullité

）
か
ら
債
権
者
団
に
対
し
て
対
抗
で
き
な
い
（inopposabilité 

à la m
asse

）
に
代
え
ら
れ
た
。
尚
、
こ
の
規
定
（
一
九
五
五
年
改
正
後
四
七
九
条
二
項
）
は
一
九
六
七
年
法
改
正
で
削
除
さ
れ
た
。

（
85
）
こ
の
一
〇
日
の
期
間
は
、
一
〇
日
に
意
味
が
あ
る
の
で
は
な
く
、
単
な
る
慣
習
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。G. M

assé, op. 
cit. 4, t.2, n

o1215.

（
86
）
四
四
六
条
の
法
律
上
当
然
無
効
は
、
無
償
譲
渡
ま
た
は
無
償
譲
渡
類
似
行
為
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
行
為
を
法
律
上
当
然
無

効
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
草
案
審
理
中
誰
も
異
論
を
唱
え
な
か
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
但
し
、
支
払
停
止
前
一
〇
日
の
期
間
を
含
む
こ
と
に

つ
い
て
の
是
非
に
つ
い
て
は
議
論
が
生
じ
た
。A

.-C. Renouard, op. cit. 9, t.1, p.364.

（
87
）G. M

assé, op. cit. 4, t.2, n
o1216.

（
88
）T

haller et Percerou, avec D
esserteaux, op. cit. 4, t.1, n

o570-570ter ; E.T
haller, op. cit. 4, t.1, n

o107.

（
89
）Bravard-V

eyrières, par Ch. D
em
angeat, op. cit. 5, t.5, p.205-207.

（
90
）
代
議
院
に
お
け
る
前
述Q

uenault
の
報
告
参
照
。Recueil Général des Lois et des A

rrêts 1838, Lois et D
écisions diverses, 

p.308, note (1); A
rchives Parlem

entaires de 1787 à 1860, op. cit. 78 t.117, p.351-355, p.401-406

を
参
照
。

（
91
）Bédarride, op. cit. 59, t2, n
o724; Bédarride, op. cit. 11, t.1, n

o128.

（
92
）Bravard-V

eyrières, par Ch. D
em
angeat, op. cit. 5, t.5, p.291.

（
93
）T

haller et Percerou, avec D
esserteaux, op. cit. 4, t.1, n

o735.

※�

本
稿
は
、
北
海
道
大
学
博
士
（
法
学
）
学
位
論
文
「
対
抗
要
件
否
認
規
定
の
有
害
性
に
つ
い
て
」（
二
〇
一
一
年
三
月
二
四
日
授
与
）
を
加
筆
・
修

正
し
た
も
の
で
あ
る
。
加
筆
・
修
正
に
あ
た
っ
て
は
、
北
海
学
園
大
学
平
成
二
六
年
度
学
術
研
究
助
成
（
研
究
課
題
「
否
認
権
根
拠
に
関
す
る
基
礎

的
研
究
─
フ
ラ
ン
ス
倒
産
法
と
の
比
較
法
的
視
点
か
ら
─
」）
の
支
援
を
得
た
。
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